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マーケットの変化に柔軟に対応
ハワイ州観光局（HTJ） Hawaiʻi Tourism Japan（HTJ）

＜2017年を振り返って＞
2017年は訪問者数、総消費額共に好調
消費傾向、滞在スタイルに変化、進むFIT化
　日本からハワイへの訪問者数は、最新
の数字で2017年１～11月までの累計が前
年同期比5.8％増の144万2675人に達し、
総消費額も同9.9％増と好調だ。最終的に
は、訪問者数で「157万から158万人弱」、
総消費額で「約10％増」と、「2017年は良
い数値となりそうだ」と見込む。
　その要因となったのが、航空路線の拡
大や安定した為替レートだ。また消費志
向が変化。「日本でハワイの情報が入手
しやすくなったこともあり、特にリピー
ターの方々がハワイでこれがしたい、ハ
ワイでしか購入できない『メイド・イン・
ハワイ』のものを買いたい、といった目
的がはっきりしている。また、旅中体験
としての現地でのアトラクションも、こ
だわりや目的などがはっきりしてきてい
るため、事前にオンラインで情報を入手
して前もって計画を立ててくる人が増え
ている」という。
　滞在スタイルも変化。ハワイへのリ
ピーター率は、2017年１～11月の累計で
64.8％と安定して高い。「安心して行け
る海外、勝手が分かっており、次に何を
したいか目的もはっきりしている」とい
うのが背景にあるが、これまでのホテル
滞在からコンドミニアム、さらにタイム
シェアへのシフトが進んでいるという。
特に「リピーターがタイムシェア物件を
所有している点が他の海外デスティネー
ションと際立って異なるところ」がハワ
イの特徴だ。
　リピーター率の上昇に伴い、FITの比
率も高まっている。以前は25％だったも
のが、最近では30％、「今年８月には44％
にも達し、夏休みや年末年始など、ピー
クシーズンを中心にタイムシェアの利用
が増え、FIT率が高まってきている」と
のこと。

　ヴァーレイ氏は「航空会社やオンライ
ン旅行会社、旅行会社のダイナミック
パッケージ、さらにシェアリング・エコノ
ミーといった各社でFITに力を入れてお
り、実績を上げている。最近は１ヶ月毎
に客層が変わるので、パッケージのシー
ズナリティーやキャンペーンもこうした
変化に今後注視しなければならなくなる
だろう。2018年はさらにいろいろな動き
があるのではないか」と指摘する。

「ごほうび、ハワイ。」が奏効
「今、ハワイへ行く」きっかけ作りに
　HTJでは、2017年よりスタートした

「ごほうび、ハワイ。」をはじめ、これま
でに一般消費者向けのプロモーションを
各種実施してきた。その目的は「ハワイ
へ行くきっかけ作り」だ。「マーケット
リサーチによると、ハワイへの渡航経験
がない方は、ハワイに対して安全で、い
つでも行けるというイメージを抱いてい
る。いつでも行けるということは後でも
行けるということ。プロモーションを通
じて『今、ハワイへ行く』というきっか
けを作りたかった」という背景がある。
　特に昨年の「ごほうび、ハワイ。」は、
キャンペーンサイトで友達や家族、恋人
へハワイ旅行を提案するプレゼンテー
ション資料「ごほうび、ハワイ案。」を
作成できるユニークな内容で、「ごほう
び、ハワイ案。」の投稿が約2.7万件に達す
るなど、一般消費者からの高い参加を集
めた。今後は「人気のあった場所や体験
を旅行会社と共有したり、商品造成に役
立てたり、2018年はさらにパワーアップ
して展開していく」と意欲を見せる。
＜2018年の施策について＞
「ごほうび、ハワイ。」をさらにパワーアップ
隣島も強化、受け入れ態勢と旅行商品の拡充
　2018年の施策について、ヴァーレイ氏
は９つの強化ポイントを挙げる。①「ご
ほうび、ハワイ。」 ②隣島 ③ミレニアル

世代 ④ラグジュアリーマーケット ⑤ロ 
マンスマーケット ⑥アロハプログラ
ム ⑦地方マーケット ⑧ファーストタイ
マー ⑨異業種とのコラボレーションの
９つだ。
　このうち、①「ごほうび、ハワイ。」に
ついては、よりパワーアップを図り、特
に「旅行会社との旅行商品面でのコラボ
レーションを強化していく」意向。具体
的には、企画や販促面でのサポート、「ご
ほうび、ハワイ。」で実施する一般消費者
向けのソーシャルメディアを使ったキャ
ンペーンとの連動を図る。また、ポータ
ルサイト「allhawaii」（www.allhawaii.jp）
上に企業ページを設け、「ごほうび、ハワ
イ。」に参加する旅行会社のパッケージ商
品を紹介、検索できるシステムを構築す
る予定だ。
　②隣島については、商品開発に力を入
れる方針。FAMツアーに加え、「カウン
タースタッフが隣島へいつでも視察に行
けるよう、特別レートの案内など、サポー
トできるプログラムを検討している」と
のこと。また、現地の受け入れ態勢を強
化し、「現地でもっと楽しめるように、各
島の観光局と協力し、現地サプライヤー
の日本語サービスのサポートを推進して
いく」計画。さらに一般消費者へ向けた
隣島の認知度アップへ向け、「セグメント
別に隣島のブランディング強化を図る」
考えだ。

地方開拓、供給量多い成田経由に注目
各セグメントへ訴求、アロハプログラムも強化
　⑦地方マーケットと⑧ファーストタイ
マーについては、地方マーケットの開拓
を軸に進めていく。なかでも注目するの
が成田経由だ。成田は、日本−ハワイ間の
座席供給で最大のシェア（2017年：54％）
を占める。そのため「成田経由でのアク
セスが良い地点を中心に力の入れきれて
いない部分をしっかりとセールスしてい
きたい」意向。
　また2018年が「ハワイ日本人移民150周
年」に当たることから、日系移民を多く
送り出した中国地方や九州／沖縄を中心
に「自治体間の交流や教育旅行が活発と
なり、その潜在性は高い」と見ている。
　一方、セグメント別の施策となる③ミ
レニアル世代、④ラグジュアリーマー
ケット、⑤ロマンスマーケットだが、ミレ
ニアル世代向けには、旅する人をフォー
カスした「VEBOSS」（VR、Event、Book、
Online、SNS、Surveyの頭文字をとった

造語）のアプローチを継続／強化。「消
費が期待できる」とするラグジュアリー
マーケットには、調査でターゲット・セ
グメントを選定し、クローズド・イベン
トの開催やダイレクトマーケティングを
検討、またロマンスマーケットには、リ
ゾート・ウェディングの訴求を高めるた
め、広告／マーケティング展開や、ウェ
ディング会社などの店頭スタッフ向けの
FAMを実施、需要喚起へ向け本腰を入
れる。
　⑥アロハプログラムでは、2017年11～
12月に初の試みとして「アロハプログラ
ムWeek in ハワイ」をオアフ島で実施。
２万4000人を数える同プログラム会員を
対象に、アロハプログラムのキュレイ
ターを含むハワイ在住の専門家たちが紹
介する「ディープなハワイ」を体験でき
る現地集合型ツアーを用意。「ほぼすべて
のツアーが満員となり、手応えを感じて
いる」とのことで、今後の「ニッチな商
品造成へのサポート」に役立てたいとし
ている。
　また、アロハプログラムの上級会員が
在籍する旅行会社やレストラン、ショッ
プ向けに認定する「サテライトグループ」
店舗との連動も強化していく。⑨異業種
とのコラボレーションについても、2017
年は、ハワイの人気フード、ロコモコを
訴求した「LOCOMOCO ALLSTARS」
などを展開。2018年も同様のコラボレー
ションを予定する。

「ハワイ日本人移民150周年」で交流増に期待
教育旅行、スポーツ交流を強化
　９つの施策と並行して注力するのが
MICE。強化項目として、インセンティ
ブ、教育、スポーツ、エンターテイメン
トを挙げるが、なかでも2018年は「教育
とスポーツ」を強化。前述のとおり、
2018年が「ハワイ日本人移民150周年」と
なることから、地元における交流拡大へ
の機運は高く、「日系社会では年間のイベ
ントカレンダーを用意する」など、盛り上
がっており、「姉妹都市や県人会などの交
流、教育やスポーツ面での交流が期待で
きる。ハワイは平和学習や歴史学習に最
適だ」とアピールする。

3～4％増の160万人前後を目標
LCC「新マーケット拡大へ良いチャンス」
　2018年の見通しについて、ヴァーレイ
氏は「前年比３～４％増の160万人前後と
なるのではないか」と見る。「供給量の増
加に伴う競争の激化、海外旅行自体への
リスク懸念、今後の消費税率のアップや
2020年のオリンピック／パラリンピック
などを見据え、2017年のような６～７％
の増加はないと考える」との分析だ。ま
た、総消費額については「為替が安定す
れば大きな変動はないと見ている」との
こと。
　見通しを踏まえた上で、「航空会社や
旅行会社は、ありがたいことに引き続き
強化デスティネーションとしてハワイに
投資して頂いている。LCCの参入や日本
航空とハワイアン航空の提携、ANAの
A380導入、さらに旅行会社も各社新体制
となり。2018年はいろいろと変化してい
く。その中で柔軟性を持って対応してい
きたい」と語る。
　メディアに対しても「新しいハワイ」
の露出に力を入れる。「ホテルの改装やカ
カアコ地区の再開発など、ハワイは毎回
来る度に新しい点を訴求したい」と意欲
を見せる。
　LCCについても注目。2017年後半にエ
アアジアX、スクートが相次いで関西−
ホノルル線を開設、「中距離LCCの参入は
ハワイが初めて。飛行機代を安く抑え、
その分現地で消費するリピーターなど、
新しいマーケットを広げる良いチャンス
だと捉えている。今後の動向に注視した
い」と期待を寄せる。

ハワイ州観光局（HTJ）
航空路線の拡大や安定した為替レートが奏効し、日本
マーケットからの訪問者数、総消費額共に好調だった
2017年のハワイ。ハワイ州観光局（HTJ）は、2018
年へ向けて、旅行スタイルや消費動向の変化、さらに
LCCの参入など、変化するマーケットに柔軟に対応、
パートナーとの連携を深めながら各施策を展開してい
く考えだ。マーケット現況や今後の戦略、見通しにつ
いて、ミツエ・ヴァーレイ局次長に話を伺った。

表紙画像：© Island of Hawaii Visitors Bureau（IHVB）/ Ethan Tweedie

HTJ局次長 ミツエ・ヴァーレイ氏
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ファミリーやFITなどに幅広く対応
ハワイ4島を中心に４ブランドを展開
　コンドミニアムを多く展開し、ファミ
リー層に強いアストンとブティックホテ
ルやバジェットタイプのホテルなど若年
層に人気のあったアクアが統合したのが
2015年８月。それ以来、４つのブランド
で40軒以上のホテルやコンドミニアムを
展開している。
　「アストン・ホテルズ＆リゾート」は、
創業から70年近い歴史を持ち、「ようこそ
我が家へ」を基本コンセプトにコンドミ
ニアム・リゾートやヴィラを提供。アッ
トホームな快適さを求める旅行者から支
持されている。

　「インスティンクト・ホテル・コレク
ション」は、「ここにしかない体験を」の
コンセプトに基づき運営。「インスティン
クト」としての統一仕様はなく、独自色
を前面に出して運営するホテルを集めた
カテゴリーだ。ほかでは体験できない個
性的でパーソナルな宿泊サービスを提供
している。
　「ひとりひとりの旅慣れた自分へ」をコ
ンセプトにしているのは、「アクア・ホテ
ルズ＆リゾート」だ。ハワイ全島で中級
クラスのスタイリッシュなリゾートホテ
ルを手がけており、リピーターなど旅慣

アクア・アストン ホスピタリティー Aqua-Aston Hospitality

れた旅行者への高い訴求力を誇る。
　「ライト・ホテルズ」はバジェットタイ
プのホテルを展開。「清潔さと快適さだけ
で十分」がテーマで、バリュー・フォー・
マネーを追求したサービスを提供。シン
プルでローカルな雰囲気を楽しむことが
できる。

ウェブサイトおよびSNSを積極活用
「ごほうびハワイ」特別料金も設定

　アクア・アストン ホスピタリティーで
は、日本を重要市場と位置づけてデジタ

ルマーケティングを強化。アストン、ア
クアそれぞれで日本語公式ウェブサイト
を開設し、日本語での情報提供と予約受
付を行っている。また、SNSでの情報発
信とコミュニケーションにも注力してい
る。
　さらにハワイ州観光局のプロモーショ
ン「ごほうび、ハワイ。」に呼応した「ご
ほうびハワイ特別料金」の設定を継続。
アストンおよびアクアのアクウェブサイ
トに特設ページへのリンクを設けている。

アクア・アストン ホスピタリティーは現在、ハワイ4島、アメリカ本土と中南米に４つのブランドでリゾートホテルを展開している。
それぞれのブランドに特色があり、ファミリーやカップル、FITなど、さまざまな層に幅広く対応している。

アストン・ワイキキ・ビーチ・タワーがリブランドオープン
「ザ・レジデンシズ・アット・ワイキキ・ビーチ・タワー」に

　カラカウア通り沿いに位置し、ワイキ
キ・ビーチを臨むオーシャンフロントの
ホテルとして人気のアストン・ワイキキ・
ビーチ・タワーが、今春に大規模なリノ
ベーションを終え、名称も「ザ・レジデ
ンシズ・アット・ワイキキ・ビーチ・タ
ワー」に変更してリブランドオープンす
る。すでに１階の玄関やロビー周辺、４
階のレクリエーションデッキなどの改装
は2017年中に終了。現在は、アクア・ア
ストン ホスピタリティーが運営を受託
している客室のリノベーションを行って
いるところで、今春までには工事を終え
る予定だ。
　このリブランドにおける最大の目的は

「ワイキキ・ビーチ・タワーのリポジショ
ン」で、新しく生まれ変わったワイキキ・
ビーチ・タワーを強くアピールする

上品な共有スペースを新設
フィットネスルームも拡充

　バレーパーキングをはじめとするホテ
ル玄関付近や、フロントデスクをわかり
やすい位置に移動したロビー周辺、レク
リエーションデッキやフィットネスルー
ムのある４階はすでに改装工事を終えて

おり、宿泊客から好評を得ている。
　特に４階は大幅な変更となった。滞在
中はもちろん、チェックイン前やチェッ
クアウト後にも利用できる共有スペース
として「ホスピタリティルーム」を新設。
アーリーチェックインやレイトチェック
アウトができない場合でも、上品な雰囲
気が漂う空間で、待ち時間をくつろいで
過ごすことができる。

　同じく４階のフィットネスルームは、
ワイキキ・ビーチを望むサイドに２カ所
設置した。片方のフィットネスルームで
は、最新のトレーニングマシンを海側に
据え付け、ワイキキ・ビーチを眺めなが
らエクササイズができる。もう一方の
フィットネスルームには、エアロバイク
を複数台設置。こちらも海側に設置した
ことで、海を眺めながら汗を流すことが
できる。ヨガなどができるスペースもあ
り、エクササイズを日課にしている宿泊
客でも満足できるよう配慮した。

　さらに屋外スペースのテラスも、ハワ
イの風を感じられるくつろぎの空間とし
た。夜間は火が灯され、ゆらめく炎の明か
りのもとで過ごすリゾートの雰囲気を演
出する。屋外スペースではバーベキュー
エリアを新設した。このバーベキューエ
リアを利用して、宿泊客を対象としたイ
ベントなどの開催も検討しているとい
う。ほかにもプールデッキを改修し、子
供用の小さなプールを設けたり、プライ
ベート感を楽しみたい人向けのカバナを
３つ設置したりした。
　リニューアルした４階のレクリエー
ションデッキは、利用した宿泊客からも
高い評価を得ており、家族連れが思い思
いの時間を過ごすなど、ホテル内にはさ
らに活気ある雰囲気が生まれている。

モダンでリゾート感を感じる客室へ
キッチンや家具なども一新

　今春の完成を目指して工事が進められ
ている客室は、１フロアに４スイートの
みのプライベートなコンドミニアムとい
うコンセプトはそのままに、２ベッド
ルームそれぞれにバスルームがあり、ほ
ぼ全室がオーシャンフロントという、こ
れまで支持されてきた部分を継承しなが
ら、内装は大幅に刷新。都市部にありな
がらハワイらしいリゾートの雰囲気を感
じられるような改装が施される。
　例えば、キッチンは全室にフルサイズ
の大型冷蔵庫とフルサイズのオーブン、
最新の食器洗浄機を導入する。また、ダ
イニングテーブルやソファベッドも新
調。リビングルームはウッドフロアなど
に変更する。寝室では、ベッドやベッド
ボードなども完全に新しいものに入れ替
える。マスターベッドルームのバスルー
ムに、床に埋め込まれたタイプのバスタ
ブとシャワーブースを設けたユニットも
ある。洗面台はダブルシンクで、２人同時

に身支度ができるよう利便性向上を図っ
ている。
　客室のほかにも、エレベーターホール
や廊下といったパブリックエリアも刷新
する。カーペットと壁紙を変更するため、
ホテル全体が現代的な雰囲気に生まれ変
わる。

リブランドオープンに伴い
サービス面もさらに強化

　アストン・ワイキキ・ビーチ・タワーと
して運営してきたこれまでも、日本語対
応可能なスタッフを常駐させるなどサー
ビス面には注力してきたが、リブランド
を機にこれまで以上にサービスを重視し
た施策を展開する。アクア・アストン ホ
スピタリティーでは、「予約を受けた時点
からお客様とのコミュニケーションが始
まる」という考え方に基づき、予約時に
さまざまなリクエストを受け付け、宿泊
客の滞在中の体験がより一層充実したも
のになるよう、サービスの拡充に注力し
ていく。
　現在具体的なサービス内容については
検討中だが、４階に新設されたバーベ
キューエリアを利用し、ウェルカムレセ
プションなどといったホテル主催のイベ
ントを開催する案もある。ほかにも空港
〜ホテル間の送迎や、宿泊客の到着前に
冷蔵庫に食材を入れておく有料のサービ
ス、滞在中に使用するレンタカーのアッ
プグレード、リニューアルしたフィット
ネスルームでのヨガ教室などが候補とし
て挙がっている。

アストン・ホテルズ＆リゾート
オアフ島
アストン・ワイキキ・ビーチ・タワー
アストン・ワイキキ・サンセット
アストン・アット・ザ・ワイキキ・バニアン
アストン・ワイキキ・ビーチ・ホテル
アストン・ワイキキ・サークル・ホテル
アストン・アット・ザ・エグゼクティブ・センター・ホテル
マウイ島
アストン・カアナパリ・ショアーズ
アストン・アット・ザ・ホエラー・オン・カアナパリ・ビーチ
アストン・マハナ・アット・カアナパリ
マウイ・カアナパリ・ヴィラ
アストン・アット・パパケア・リゾート
アストン・パキ・マウイ
アストン・アット・ザ・マウイ・バニアン
アストン・マウイ・ヒル

ハワイ島
アストン・ショアーズ・アット・ワイコロア
アストン・ワイコロア・コロニー・ヴィラ
アストン・コナ・バイ・ザ・シー
カウアイ島
アストン・アット・ポイプ・カイ
アストン・アイランダー・オン・ザ・ビーチ
アメリカ本土
アストン・アット・レイクランド・ビレッジ

（カリフォルニア州）
ザ・ファウンテンズ・アット・チャンピオンズゲート

（フロリダ州）
トスカーナ・リゾート・オーランド・バイ・アストン

（フロリダ州）

インスティンクト・ホテル・コレクション
オアフ島
ロータス・ホノルル・アット・ダイヤモンドヘッド
ザ・サーフジャック・ホテル＆スイム・クラブ
ハワイ島
ボルケーノ・ハウス
コスタリカ
クロコダイル・ベイ・リゾート

アクア・ホテルズ＆リゾート
オアフ島
アクア・アロハ・サーフ・ワイキキ
アクア・バンブー・ワイキキ
イリカイ・ホテル＆ラグジュアリー・スイーツ
アクア・オアシス・ア・ジョイホテル
アクア・パシフィック・モナーク
アクア・パームズ・ワイキキ

アクア・スカイライン・アット・アイランド・コロニー
ルアナ・ワイキキ・ホテル＆スイーツ
パークショア・ワイキキ
アクア・オヒア・ワイキキ
カウアイ島
アクア・カウアイ・ビーチ・リゾート

ライト・ホテルズ
オアフ島
エバ・ホテル・ワイキキ
パゴダ・ホテル
ホワイト・サンズ・ホテル
イリカイ・ライト
マウイ島
マウイ・ビーチ・ホテル

アフィリエイトホテルズ
ハンプトン・イン＆スイーツ by ヒルトン・オアフ－カポレイ

既に改装を終えたロビーエリア

4階のレクリエーションデッキ

共有スペース「ホスピタリティルーム」

フィットネスルームは2カ所設置

ワイキキビーチを眺めながらエクササイズ

屋外スペースに新設されたバーベキュエリア アーバンでリゾート感溢れる雰囲気に生まれ変わった客室

ベッドルームも刷新 利便性の高いバスルーム
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HOTELS FOR

ハワイでの長年の経験と、多様性のあるホテルラインナップ、 

そしてパートナーシップを重視。アクア・アストン

ホスピタリティ―は、ハワイ4島、アメリカ本土と中南米に

フルサービスのリゾートやスタイリッシュなホテルから、

スペーシャスなコンドミニアムや快適でリーズナブルなホテル

まで、約40軒のコンドミニアムとホテルを運営しています。

あらゆるライフスタイルや好み、予算にも合う4つのブランドを

展開するアクア・アストンホスピタリティーは、旅行業界に

新しいアイデアをご提供いたします。

aquahospitality.jp  |  astonhotels.co.jp

フリーダイヤル  |  0120-080102

HOTELS FOR ALL

 “Hotels for FUN”
Wing Travel

Issue: Feb, 2018
Full Pg

Full bleed
trim: 274mm w x 390mm h

Due: 01.11.18
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地方戦略を深化させ、マーケットの底上げ狙う
アロハプログラムやセミナーによる教育も重視

　HTJが地方戦略に注力していく背景に
は、航空路線網の充実がある。「ハワイ
島コナへの直行便や、関空発直行便の増
加」（酒井氏）など、ハワイ路線はより充
実したものになってきている。
　まず、札幌−ホノルル線では、ハワイ
アン航空が今年２月から新機材となる
A330-200型機を導入。これにより、新た
にエクストラ・コンフォート（プレミア
ムエコノミークラス）が提供されること
になる。新機材の導入に合わせ、旅行会
社各社もさまざまなキャンペーンを行っ
ており、北海道、東北マーケット全体の
盛り上がりを期待している。
　酒井氏は「新機材導入は、新しい客層
の取り込みとともに、リピーターの獲得
にも大きな力になる」とコメント。今年
は北海道からの送客がさらに増えると期
待されているところだ。
　東京路線では、2016年12月のハワイア
ン航空による羽田−コナ線の就航に続い
て、日本航空が2017年９月に成田−コナ

線を開設。これにより、東京−コナ線の座
席供給量は年間11万席以上が予想され、
ハワイ島への送客がさらに増加すると期
待は大きい。
　大阪では、エアアジアXに続き、LCCの
スクートが2017年12月に関西−ホノルル
線を週４便で開設。さらに、日本航空は
今年４月17日から10月27日の期間限定で
関西−ホノルル線をダブルデイリーに増
便することから、関西および西日本マー
ケットでの需要拡大が期待される。
　このほか、2019年春には、全日空が
A380型機を成田−ホノルル線に投入す
る予定など、今年から来年にかけても日
本−ハワイ間の航空ネットワークは拡大
が見込まれている。
　今後は「ハワイに行く選択肢が増える
ことで、地方からハワイへの送客も増え
る」ことを期待し、今年も日本旅行業協
会（JATA）のアウトバウンド促進協議会
やハワイ会ジャパンと連携して、地方で
のキャンペーンを強化していく方針だ。

レジャーマーケット Leisure Market

ハワイ州観光局（HTJ）は、2018年も引き続き「ごほうび、ハワイ。」「隣島」「ミレニアム」「ラグジュアリーマー
ケット」「ロマンスマーケット」「アロハプログラム」「地方需要の底上げ」「ファーストタイマーの取り込み」「他業
界とのコラボレーション」の９つをメインテーマとしてレジャーマーケットを強化していく。そのうち、2018
年は特に地方戦略を深化させ、マーケットの底上げを図っていく考えだ。その取り組みについて、営業部長の
酒井剛士氏とセールスマネージャーの蕗谷桂子氏に話を伺った。

　ハワイの歴史文化や伝統を楽しく学べ
るHTJ公式のラーニングポータルサイト

「アロハプログラム」。旅行業界に限らず、
ハワイ関連のレストランやショップ、一
般の人も登録している。2017年12月18日
現在で、会員総数は２万6494人で前年比
44%増。内訳は、旅行業界が１万2235人、
一般が１万3520人、レストラン／ショッ
プが299人、20歳以下のユース会員が440
人と毎年増加を続けている。このうち、
初級以上のスペシャリスト検定合格者は
１万6231人に増えた。
　アロハプログラムでは、昨年11月25日
から12月２日にかけて「アロハプログラ
ムウィーク in Hawaii」という新しい取り
組みを行った。「クアロアの知られざる一
面を知る！」や「ポリネシア伝統航海術
を一緒に学ぼう！」など、現地を熟知し
たキュレーターが選定した体験ツアーを
13コース設定。現地集合型ツアーながら

65人が参加した。好評だったことから、
2018年も継続していく予定だ。
　HTJでは、アロハプログラムの上級ス
ペシャリストが在籍する旅行会社やレス
トラン／ショップなどを「ハワイサテラ
イトオフィス」として認定している。
現在、その数は全国40店舗まで拡大した

（2017年12月18日現在）。
　そのうち、昨年は「株式会社シティツ
アーズ」「JSTハワイアンエイト」「ワタ
ベウェディング大阪グランドプラザ店」

「ワタベウェディング福岡店」「株式会社
JTB九州天神店」の５店舗を「ハワイサ
テライトオフィス・オブ・ザ・イヤー」
として表彰した。特典として、今年開催
されるファムツアーに優先的に無料招待
する。

　今年のサテライトオフィスの応募は４
月と11月に行われる。HTJとしては、姉
妹都市や地方での拡大を目指しており、
今年中には45店舗まで増やしていき、将
来的には47都道府県すべてにサテライト
オフィスを置きたい考えだ。
　このほか、旅行会社に対しては、スペ
シャリスト向けに「いつでもFAM」とい
う新しい取り組みも始める。これは、航
空券あるいはホテルの料金を部分的にサ
ポートするもの。実際に現地を見てもら
う機会を増やすことで、新しい経験をし
てもらい、販促にも役立ててもらうのが
狙いだ。

　ウェディングとハネムーンを合わせた
ロマンスマーケットで、ハワイは引き続
き圧倒的な支持を受けている。旅行会社
各社もハワイでの挙式販売に力を入れて
おり、独自で現地研修などを行っている
という。HTJとしては、「チャペルやホ
テルだけでなく、同行者が楽しめる観光
素材も含めて提案していく」（蕗谷氏）考
え。また、その視点に立った研修旅行も
企画していく。
　このほか、ウェディングやハネムーン
だけでなく、婚前、アニバーサリー、銀

婚式など、カップルや夫婦の節目の時期
もロマンスマーケットと位置づけ、今後

「ロマンチックハワイ」と題したイメー
ジ・キャンペーンを展開、マーケットの
底上げを目指す。

　このほか、旅行会社とのコラボレー
ションでは、「地域によっても、企画や販
促によっても販売戦略が変わってくる」

（酒井氏）ことから、各社の事情に合わせ
たサポートを展開していく。エアライン
やサプライヤーを含め、各社とのミー
ティングも継続的に実施。「ごほうび、ハ
ワイ。」キャンペーンと組み合わせて相乗
効果を高めていく。

　一方、現地ハワイでの各社共同の取り
組みも進んでいる。直行便が増えたハワ

パスポート取得率の低い、地方からの送客に期待
ファーストタイマーの取り込みにも注力

「ごほうび、ハワイ。」と連動したコラボレーションも
ハワイ島では共同シャトルバスも運行開始

イ島では、コハラコースト内を回る「イ
ブニングシャトル」が今年４月１日から
開始される予定。大手旅行会社７社（当
初）が協力し、HTJがサポートする。運
行時間は午後３時から午後10時までの予
定だ。
　この取り組みは、JATAアウトバウン
ド推進協議会ハワイ分科会でアイデアが
出され、2017年９月にハワイで開かれた

「グローバル・ツーリズム・サミット」
でハワイ島観光局を含め会議を開催、そ
の後各社と協議を重ね具体化したもの。
HTJとしては、将来的にはカイルアコナ
や、ヒロを結ぶルートや他島でも同様の
取り組みを実現したい考えだ。

ロマンスでは同行者向けの観光素材の提案も
節目のアニバーサリーも訴求

会員数を伸ばす「アロハプログラム」
ハワイサテライトオフィスは全国40店舗まで拡大

セミナーなど教育プログラムも強化
現地視察の機会をサポート

　また、日本各地で業界向けの教育プロ
グラムも積極的に展開していく。ハワイ
会ジャパンと協力し、各地での業界向け
ハワイセミナーを強化していくほか、旅
行会社で行う地方セミナーでは、webセ
ミナー（ウェビナー）などで対応していく
予定だ。
　なかでも、地方の販売店のスタッフに
は、まだハワイに行ったことがない人も
多いため、「教育は非常に大切」（酒井氏）
というスタンス。特に九州では、地理的関

係からアジア方面ツアーには行きやすい
傾向にあることから、よりハワイを知っ
てもらうためにサポートを強化。販売店
スタッフが自社の売れ筋ツアーでハワイ
に行く場合は、金銭的なサポートを提供
していく計画だ。
　「自分のハワイ体験をお客様に話して
もらうことが非常に大事」と酒井氏。実
際に現地を見てハワイの楽しさを体験し
てもらうことが販促につながるとの考え
だ。

HTJ 営業部長
酒井剛士氏

HTJ セールスマネージャー 
蕗谷桂子氏

「アロハプログラム」ウェブサイト
www.aloha-program.com

© Hawaii Tourism Authority (HTA) / Mark Kushimi
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さらに高まるリゾートとしての総合力
各マーケットに充実のサービスを提供

ヒルトン・リゾーツ・ハワイ HILTON RESORTS HAWAII

ホールセールにも充実の内容を提供
リゾート内の施設もさらに進化

　ヒルトン・ハワイアン・ビレッジ・ワイ
キキ・ビーチ・リゾートでは、さまざま
な新しい取り組みを進めており、各マー
ケットでさらにリゾートとしての訴求力
を高めている。
　まず、ホールセール向けには、レイン
ボー・タワーとアリイ・タワーに宿泊す
るパッケージ旅行者向けに「パラダイス・
ラウンジ」で夕方に軽食やドリンクを提
供していたが、2018年上期商品では毎朝
コンチネンタルブレックファストを７時
〜10時まで提供するようにした。また、滞
在中１回、リゾート内の「バリ・ステー
キ＆シーフード」で指定メニューのディ
ナーを無料提供する。

　ハネムーンマーケット向けに好評の
「Eternal Memory（永遠の思い出）」につ
いては、2018年4月以降、これまで提供し
ていたサプライズギフトと記念撮影を中
止し、「バリ・ステーキ&シーフード」で
のロマンティクディナーのみを提供する。

　ファミリー向けには、今夏も好評の
「海の家」をオープンするが、期間は７月
１日〜８月19日に変更する。また、朝に
ランニングを楽しんでもらうプログラム

『ハワイで朝ラン!?』も引き続き週３回提
供する。開始時間は６時から。ランニン
グコーチの指導のもと、清々しい朝に海
沿いをランニングする。

　ヒルトン・グランド・バケーションが
運営するタイムシェア「グランドアイラ
ンダー」のオープンにともない、そのグ
ランドフロアーも一新。大型バスの発着
エリアが復活したことで、大型団体の動
線もスムーズになり、宿泊客の利便性が
高まることになった。
　このほか、カリア・タワーにある

「フィットネスセンター」は今年１月10日
にリニューアルオープンした。また「マ
ンダラスパ」は来年以降の改装を予定し
ている。

　ハワイアン・ビレッジではホールセー
ル商品の強化とともに、インセンティブ
などのグループの受け入れも積極的に取
り組んでいる。セールスマネージャーの
ほか、イベントの企画や宴会場のアレン
ジなどでオーガナイザーをサポートする
イベントサービスマネージャーも置き、
マーケットのニーズに応えている。
　また、リゾート内の施設も進化。2017
年10月にメインロビーにヒルトンのロゴ
グッズをメインに扱う「アヌエヌエ・ス
トア」がオープンした。リゾートのシン
ボルでもある「レインボー・タワー」の
壁画をイメージした小物や「ザ・アリイ」
で提供されているアメニティーなどを購
入することができる。自宅用だけでなく
ハワイ土産としても喜ばれそうだ。

　さらに、11月には、タパ・タワーの
「マーティンマッカーサー」があった場
所に、DFSギャラリアが新規オープン。
ロイヤルコナコーヒー、キング・キャン
ディーズなどハワイブランドのお土産の
ほか、ワインや洋酒、タバコ、人気の化
粧品やフレグランスブランドなどを取り
揃えている。
　アリイ・タワーの１階にある「プロン
ト・ピックル」が名称を変更。「ウィキ
ウィキ・マーケット」として新たにス
タートした。同様に、「パラダイスプール」
に併設されている「プロント・ピックル
２」も「ラグーン・グリル」に変更。い
ずれも、引き続きペイストリー、ヨーグ
ルト、フルーツ、ピザ、パニーニ、寿司
ロールなどの軽食をテイクアウトするこ
とができる。
　このほか、昨年新たにオープンした

「ミックス・バー」では、カクテルなどの
ドリンクに加えて、リゾート内のレスト
ラン「トロピックス・バー &グリル」の
メニューをオーダーできるようになり、
食事も楽しめる場所となった。

ユニークな「ハイキング・ハワイ・カフェ」も人気
日本人旅行者の取り込みも強化

　アラモアナ・ブルーバードに面して立
つダブルツリー・バイ・ヒルトン・アラ
ナ・ワイキキ・ビーチでは、２階にある

「ツリーズレストラン」の全面改装が完了
し、2017年９月にリニューアルオープン
した。朝昼夜にコンテンポラリーな食事
が手軽に楽しめるようになり、宿泊客で
たけでなくウォークインの旅行者や地元
の人たちでも賑わっている。
　また、正面玄関近くに新たなテナント

「ハイキング・ハワイ・カフェ」がオープ
ン。オーガニックなアサイーボウルやス
ムージー、サンドイッチなどヘルシー志
向のメニューが揃う。このカフェでは、
オアフ島８ヶ所のハイキングツアーも催
行しており、プロのローカルガイドがハ
ワイの人気ハイキングスポットや観光で
はなかなか行けない場所に案内してくれ
るのも特長だ。

　ホテル施設のリノベーションはすでに
完了。エントランス周りとボールルーム
が新装されたほか、部屋には電子レンジ
と最新のコーヒーマシーンを設置した。
　このホテルの主力マーケットはアメリ
カ本土。また、最近では中国からの旅行
者も増えているという。日本人旅行者の
シェアは現在のところ低いものの、ヒル
トンがマネージメントするブティックホ
テルとして、日本市場でのアプローチを
強化していく方針だ。

直行便就航で日本人宿泊者が増加
パレスとラグーンで質の高い宿泊を提供

　ハワイ島のヒルトン・ワイコロア・ビ
レッジでは、オーシャンタワーがヒルト
ン・グランド・バケーション運営のタイ
ムシェア専用タワーに変わる。部屋の改
装は今年３月から段階的に実施。一般旅
行者の予約受け付けについては、工事期
間ということもあり、今年８月までは割
安価格で提供していくことにしている。
工事期間中も、リゾート内の移動で利用
されているトラムと船は通常通り運行さ
れる。
　ホールセールへの販売は、パレス・タ
ワーとラグーン・タワーの部屋。パレス・
タワーではすでに大規模なリニューアル
が完了している。一方、ラグーン・タワー
では、162室とスイートルーム９室で提供
している宿泊プログラム「マカイ・プロ
グラム」が引き続き好評だ。専用チェッ
クインを用意し、チェックイン手続きの

間に部屋まで荷物をお届け。プライベー
ト・コンシェルジュサービスも提供し、
ゲストひとりひとりの滞在計画をサポー
トする。客室には専用ローブと毎日の飲
料水を用意。ハワイ色豊かなカードや花
を添えたターンダウンサービスも行い、
これまでにないラグジュアリーな宿泊体
験を提供している。
　このほか、レストラン関連では、日本
料理の「伊万里」と中華料理の「キリン」
がなくなり、今年夏までに新たにテイク
アウト専用のカジュアルダイニングが入
る予定。オープエアのレストラン「ボー
ト・ランディング・カンティーナ」、朝
食会場にもなる「ビッグアイランド・ブ
レックファースト・アット・ウォーター
ズ・エッジ」、絶景サンセットが眺めら
れる「カムエラ・プロビジョン・カンパ
ニー」は引き続き人気を集めている。

　ハワイアン航空の羽田／コナ線に続
き、昨年９月からは日本航空が成田／コ
ナ線を復活させたことから、ハワイ島へ
の日本人旅行者が増加。あわせて、ヒル
トン・ワイコロア・ビレッジの日本人宿
泊客も増えているという。今後もハワイ
島の人気は続くと見込まれることから、
さらなる日本人旅行者の取り込みに期待
をかけているところだ。

ヒルトン・ハワイアン・ビレッジ・
ワイキキ・ビーチ・リゾート

ダブルツリー・バイ・ヒルトン・
アラナ・ワイキキ・ビーチ

ヒルトン・ワイコロア・ビレッジ

ホールセール商品はもっと差別化を
増加するタイムシェアへの対応も
　ハワイ・リゾーツ・ハワイ・アジ
ア地区担当営業本部長の松田光裕氏
は、同リゾートの最新情報の紹介と
合わせて、日本市場での課題につい
ても言及。ハワイへの日本人旅行者
数は安定しているが、「ホールセー
ル商品の旅行者が伸びていない」と
懸念を示す。特に、年末年始、ゴー
ルデンウィーク、お盆などのピーク
時で、その傾向は強まっているとい
う。その要因として「OTAとの差が
顕著になっている」と説明。世界的
に強まっている傾向だが、「ハワイ
は日本人とって特別なデスティネー
ション。もっとホールセールは差別
化をすべきではないか」と提言する。
　また、ハワイは現在タイムシェア
が増加しており、新たな宿泊オプ
ションとして人気が高まっているこ
とから、「旅行会社としても対応が求
められているのではないか」と付け
加えた。

ヒルトン・リゾーツ・ハワイは、日本人旅行者に人気のオアフ島「ヒルトン・ハワイ
アン・ビレッジ・ワイキキ・ビーチ・リゾート」とハワイ島「ヒルトン・ワイコロア・
ビレッジ」、ブティックホテルとして日本人旅行者の取り込みに力を入れているオアフ
島「ダブルツリー・バイ・ヒルトン・アラナ・ワイキキ・ビーチ」を運営している。付加
価値の高いホールセール商品とともにFIT向けにも質の高いリゾートバケーションを
提供。施設のリノベーションも完了し、各マーケットで存在感をさらに増している。

パラダイス・ラウンジでコンチネンタルブレックファストを

バリ・ステーキ＆シーフードでロマンティックディナー

人気の「ハワイで朝ラン!?」

昨年10月にオープンした「アヌエヌエ・ストア」

ヘルシーメニューも揃う「ハイキング・ハワイ・カフェ」

絶景サンセットを眺めながら「カムエラ・プロビジョン・カンパニー」で食事を
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海外挙式先としてのハワイ
シェア2/3強、調査からその傾向を探る

　まず、ハワイでの挙式先は、96.6％と
そのほとんどがオアフ島を選んでいる

（表2）。アクセスのしやすさや挙式会場
など設備の充実度を反映した結果となっ
たが、オアフ島のシェアは前年調査の
98.3％より若干ポイントを下げており、
逆にハワイ島は1.3％から1.9％、マウイ島
は0.4％から0.5％へとわずかながら上昇、
特にハワイ島に関しては、コナへの直行
便開設が影響しているものと思われる。
ただし、海外挙式先としてハワイを選ん
だ人のうち、84.1％が新婚旅行先にもハ
ワイを選んでおり、「挙式はオアフ島、新
婚旅行は隣島」といったケースも考えら
れる。

ロマンスマーケット Romance Market

「ゼクシィ 海外ウェディング調査2017」
（株式会社リクルート マーケティング 
パートナーズ、2017年8月発表）による
と、海外挙式におけるハワイのシェアは
67.1％で、2/3強の圧倒的なシェアを誇
り、ハワイへの旅行需要を支える上でも
ロマンスマーケットは重要なセグメント
だ。同調査から読み取れる傾向を探って
みた。

　海外挙式を利用する際に利用した情報
源（表9）と海外挙式の申込先を決めるの
に最も役に立った情報源（表10）で共通し
ているのが「リアル」傾向だ。利用した
情報源（表9）での「旅行会社利用」は、前
年の52.9％から54.5％へ上昇、そのなかで
も「旅行会社のカウンター」は、28.0％か

　ハワイでの挙式実施内容を見ると（表
7）、海外、または国内で何らかの宴席を
設けるケースがほとんどで、全体の８割
以上を占める。ただし、「海外挙式のみ」
と答えた人は、前年の10.3％から14.9％へ
割合は大きくなっており、一部スリム化
の動きも見られる。
　一方、列席者数は（表8）、全体で81.9％、
ハワイで84.6％が「いる」と回答。「いな

　一方、ハワイで挙式する際の２人分
の旅行代金（航空代金と宿泊代）を見ると

（表5）、「50～60万円未満」と「100～110
万円未満」で２つの山があり、２極化傾
向にあることが分かる。「150万円以上」
についても１割未満あるので、よりゴー
ジャスにという動きも見られる。なお、

　海外ウェディングの実施地域の魅力に
ついて見ると（表3）、最も回答が多かっ
た「リゾート地に行けること」をはじ
め、「ビーチでのんびりできること」「海の
アクティビティが楽しめること」など、
リゾート志向が強いことが分かる。ほか
にもショッピングやグルメ、ラグジュア
リーホテル、大自然などさまざまな要素
が理由になっており、それらすべてを満
たすハワイの強さを物語る。
　挙式地域の選択理由（表4）では、「結婚
式だけでなく、それ以外の時間も楽しめ

オアフ島に集中
ハワイ島、マウイ島は上昇傾向に

多彩な魅力で人気のハワイ
「安全重視」の傾向へ

旅行代金は2極化？
日数は7～8日が6割近くに

現地でパーティー／会食が主流
一方で「スリム化」も

情報源は「リアル」傾向に
旅行会社の利用率が上昇

るから」「以前からその国・エリアで結婚
式をすることに憧れていたから」「気に
入った教会・挙式会場があったから」に多
くの回答が集まり、とりわけハワイの結
果は全体の結果の数字を上回っている。
なかでも「安全だから」は、前年調査で
は上位６位（全体27.1％、ハワイ33.5％）
だったものが、2017年調査では４位に浮
上、ハワイの結果では40％に達しており、
昨今の不安定な世界情勢の中、「安全重
視」の傾向がより強まっていることが分
かる。 ら33.5％へと比率を上げた。逆に「結婚情

報サイト」（56.6％→45.8％）「プロデュー
ス会社のホームページ」（47.4％→43.9％）
と、ネット系は減少している。最も役に
立った情報源（表10）でも数字は小さい
が同様の傾向を示しており、改めて「リ
アル店舗」の必要性が求められている。

い」と答えた人はハワイで15.4％を占め、
これは（表7）の「海外挙式のみ」と答えた
割合14.9％とほぼ同じ。列席者の数は、

「６～10人」の回答割合が最も多く、平均
列席者数は10.1人となった。ただこちら
も６人以下の割合が増える一方、11人以
上の割合は減っており、スリム化の傾向
が見られる。

ハワイの平均は81.6万円。全体平均は76.7
万円で、ハワイは若干高い。
　旅行の期間については（表6）、７～８日
が全体の６割近くを占め、その前後が続
く状況。ハワイの平均は7.8日で、全体平
均は7.6日とほぼ同一となった。

画像提供：ハワイ州観光局

（表2）ハワイでの挙式実施エリア
（調査数＝208、単一回答）

（表4）挙式地域の選択理由（複数回答）

（表1）海外挙式の実施地域（調査数＝310人、単一回答）

出典＝表1に同じ

ハワイ島 1.9％

■ 全体（調査数＝350）　■ ハワイ（調査数＝233）

オアフ島  96.6％

マウイ島 0.5％

出典＝「ゼクシィ 海外ウェディング調査 2017調べ」

出典＝表1に同じ

（表3）実施地域の魅力（調査数＝310/208、複数回答）

出典＝表1に同じ

出典＝表1に同じ

61.6％
58.1％

54.5％
45.8％

43.9％
34.5％

33.5％
31.9％

27.1％

22.3％
14.8％

13.2％
12.9％

11.9％
9.4％

8.4%
5.5％

3.9％

（表9）海外挙式を検討する際に利用した情報源（調査数＝310、複数回答）

（表10）海外挙式の申込先を決めるのに最も役に立った情報源（調査数＝310、単一回答）

（表7）ハワイでの実施内容（調査数＝208、単一回答）　（  ）内は前年

（表8）ハワイでの挙式の列席者数（調査数＝176、単一回答）　（  ）内は前年

出典＝表1に同じ

出典＝表1に同じ

＊「旅行会社のパンフレット」「旅行会社のカウンター」「旅行会社のブライダルフェア」のいずれかを回答した人を集計
出典＝表1に同じ

ハワイ 
67.1％

グアム 
16.5％

ヨーロッパ 3.5％

アジア（ビーチ含む）
 4.8％

オーストラリア 4.5％

南太平洋・インド洋 1.3％
その他 1.2％

72.6％
65.2％

リゾート地に行けること

ビーチでのんびりできること

ショッピングが楽しめること

海のアクティビティが楽しめること

おいしいものが食べられること

ラグジュアリーホテルに泊まること

街並みが楽しめること

大自然に触れられること

結婚式だけでなく、それ以外の時間も楽しめるから

以前からその国・エリアで結婚式をすることに憧れていたから

気に入った教会・挙式会場があったから

安全だから

気候、季節がその時期に良かったから

以前から訪れてみたい国・エリアだったから

列席者を呼びやすいから

結婚式のための環境が整っているから

親孝行をしたかったから（親孝行になるから）

52.9％
41.9％

40.4％
33.5％

34.6％
31.3％

28.8％
26.1％

20.7％
26.1％

33.2％
25.8％

41.3％
39.4％

■ 全体（調査数＝350）　■ ハワイ（調査数＝233）

84.6％
80.0％

70.2％
65.8％

68.8％
61.0％

46.2％
47.1％

44.2％
39.7％

33.2％
29.7％

30.8％
27.7％

26.4％
24.5％

海外挙式のみ  14.9％（10.3%）

海外挙式と海外現地パーティー・会食
47.1％（43.8%）

海外挙式と国内での披露宴・披露パーティー 6.7％（5.2%）

海外挙式と海外現地パーティー・会食と国内での披露宴・披露パーティー  30.8％（39.9%）

2人以内 4.0％（2.6%）
3～5人

18.8％（17.4%）
6～10人

42.6％（43.1%）
11～15人

18.2％（21.0%）

16～20人 9.7％（10.8%）
無回答 1.1％（0.5%）

＊「旅行会社のパンフレット」「旅行会社のカウンター」「旅行会社のブライダルフェア」のいずれかを回答した人を集計
出典＝表1に同じ

旅行会社利用＊

海外挙式に関する情報誌
プロデュース会社

旅行会社のカウンター
結婚情報サイト

プロデュース会社のホームページ
結婚情報誌

旅行会社のブライダルフェア旅行
会社のパンフレット

結婚情報誌
海外挙式に関する情報誌

旅行会社利用＊

結婚情報サイト
プロデュース会社のホームページ

旅行会社のパンフレット
旅行会社のカウンター

プロデュース会社
旅行会社のホームページ

21～25人 2.8％（3.1%）
26人以上 2.8％（1.5%）

31.7％
25.2％

30～40万円未満
40～50万円未満
50～60万円未満
60～70万円未満
70～80万円未満
80～90万円未満

90～100万円未満
100～110万円未満
110～150万円未満

150万円以上

30万円未満

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日以上

5日以内

（表5）2人分の旅行代金〈航空代金、宿泊代〉
（ハワイのみ。調査数＝181、単一回答）

（表6）旅行の期間
（ハワイのみ。調査数＝208、単一回答）

1.7％

10.5％

20.4％
8.3％

10.5％
10.5％4.4％

17.7％3.3％

9.4％

3.3％

出典＝表1に同じ

37.0％

2.9％

13.0％

22.6％

12.0％

7.2％

2.4％

3.0％

アメリカ 1.0％



（9）（第３種郵便物認可） 2018年（平成30年）2月5日  増刊第2431号

「コオリナ・チャペル・プレイス・オブ・ジョイ」がリニューアル
海を臨むガラス張りのバンケットとブライズルームを新設

神聖なるロイヤルリゾートに建つ
奇跡のコオリナ・チャペル・プレイス・オブ・ジョイ

　ハワイ・オアフ島西部、ワイキキから
車で約50分のコオリナ地区は、ハワイ王
朝ゆかりの高級リゾート地。ワイキキの
喧騒を離れた静かな環境は“オアフ島の
中の離島”と形容され、穏やかな時間が流
れるハワイ屈指のリゾートエリアとなっ
ている。
　そんなコオリナの美しいラグーンを臨
むロケーションに、「喜びの結晶」を意味
する「コオリナ・チャペル・プレイス・
オブ・ジョイ」は建つ。ハワイウェディ
ングのすべてを叶えてくれる奇跡のチャ
ペルとして、変わらず不動の人気を誇っ
ているのだ。
　人気の理由は、目の前に白砂のビーチ
と碧いラグーンが広がり、どこにいても
コオリナの美しい風景を独り占めできる
環境にある。ホテルに隣接していない独
立型のオン・ザ・ビーチ チャペルである
こと、エンゲージメントダイヤモンドを
イメージした外観や白を基調にした純白
のセレモニー会場も、花嫁の憧れをその
まま形にした造りになっている。

2018年10月17日のリニューアルオープンで
バンケットとブライズルームが登場

　この度のリニューアルでは、チャペル
の内部にブリリアントホワイトのチャペ

ルフラワーを装飾。挙式の行程には、ダ
ズンローズというセレモニーも追加され
る予定だ。これは、入場する新郎がゲス
ト一人一人から12本のホワイトローズを
受け取り、言葉とともに新婦に手渡すと
いうもの。12本のバラには「感謝、誠実、
幸福、信頼…」などの意味があり、新婦
に対してこれらを誓うセレモニーとなっ
ている。
　また、チャペルのすぐ隣には、ビーチ
フロントバンケットを新設。天井の高さ
が５mもあり、海側は全面ガラス張りと
いうハワイならではの開放感が魅力だ。
２～32名に対応可能な室内は、チャペル
と同じ純白をイメージしたデザインを予
定。青い海と空を眺めながらゆったりと
パーティが楽しめる趣向で、料理はハワ
イ産の食材をふんだんに使った日本人好
みの極上西洋料理となっている。

　なお、新たにブライズルームが登場す
ることで、これまでホテルで行っていた
挙式当日の支度をコオリナで行うことも
可能となる。準備から挙式、撮影、パー
ティまで、コオリナの魅力を存分に味わ
いながら、特別な一日を過ごすことがで
きる。

人気上昇中のガーデンウェディング
アロハ・ケ・アクア・チャペル

　ビーチリゾートウェディングと対極を
なすガーデンウェディングもまた、近年
人気が高い。ハワイではオアフ島東海岸
のカネオヘエリアにある「アロハ・ケ・
アクア・チャペル」が注目されている。
　ここはハワイ王室にゆかりのある歴史
的意味の深いエリアで、神話に出てくる
妖精が造ったとされるハート型の湖が特
徴のスピリチュアルな土地。ゲートを入
るとまず目に飛び込んでくるのは豊かな
緑だ。その中に伝統儀式を行う「ホウクプ
の石」やガゼボ、湖畔に佇むチャペル、
ガーデンパーティの会場が点々とあり、
まるでプライベートガーデンを貸し切っ
ているかのような環境となっている。

　木造のチャペルは、アンティークなス
テンドグラスと木のぬくもりにあふれ、
どこか懐かしいようなくつろぎに満ちて
いる。伝統儀式「ハワイアンチャント」
やコアの木で作られた結婚証明書など、
オールドハワイアンの伝統を感じさせる
セレモニーは、神聖にしてアットホーム
な雰囲気と好評だ。

　風が吹き抜けるガーデンダイニングで
のパーティは、開放感いっぱい。ウク
レレの生演奏を
バックに、芝生
の上でくつろい
だり、祝福のフ
ラダンスを踊っ
たり、気取らな
いカジュアルな
ひとときを楽し
むことができる。
　また、神々し
く切り立つコオ
ラウ山脈をバッグに行う撮影も、このエ
リアならでは。東海岸屈指のビーチ撮影
もでき、ハワイらしさもふんだんに取り
入れることができる。

ワタベウェディング WATABE WEDDING CORPORATION

ワタベウェディングは、コオリナに建つ「コオリナ・チャペル・プレイス・オブ・
ジョイ」のリニューアルを発表した。同社のリゾートウェディングを象徴するチャ
ペルだけに、業界内外の注目度は高い。

純白に輝くセレモニー会場の内観

木のぬくもりに包まれたチャペル

祝福の光が差し込む新しいバンケットルーム

オープンエアのガーデン
ダイニングでパーティを
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日系の安心できるホテルとして親しまれ
てきたハワイ プリンス ホテル ワイキキ
が、2017年４月に「プリンスワイキキ」
として全く新しいコンセプトでリブラン
ドデビューした。5500万ドル（約55億
円）を投じ、ホテル立地のストーリーを
前面に出した大規模改装後は、宿泊客か
ら大好評を得ている。

かつての「豊穣と安らぎの場所」をコンセプト
パーソナライズされたサービスを展開

　昨年のホテル全面改装では、ホテルが
立つ場所が「豊穣と安らぎの場所」で
あったというストーリーを前面に出した
のが大きな特徴。客室の壁にこの地が生
育地だった「ナイオ」の花を描いたり、
ロビーの天井からは小川に群れをなして
いた「ヒナナ（魚）」をイメージした銅板
を吊るしたほか、メインダイニングに

「リムエレエレ（海藻）」を模した装飾を施
したりと、館内随所にさまざまなモチー
フを取り入れている。スタッフに対して
は、宿泊客からこれらのアートについて
質問があれば、ホテルが建つこの地のス
トーリーを説明できるように研修を行っ
てきた。座学だけではなく、スタッフも
これらのアートに日々接することで、ブ
ランドコンセプトを日常的に意識して業
務にあたっている。

　そしてリブランドで強化されたのは、
よりパーソナライズされたサービスの提
供だ。目指したのは、日本やアジアのホ
テルでは当たり前とされている、宿泊客
１人ひとりに寄り添った「かゆい所に手
が届くサービス」。宿泊客の要望を各部署
間で共有しており、各種アメニティのプ
レゼントなど、きめ細やかな演出にも対

応している。旅行会社を通じた予約の場
合でも、例えば「結婚◯周年の旅行」や

「親孝行のための旅行」などといった情
報が事前にホテルに伝わっていれば、サ
プライズ的な演出を行うことも可能だ。
リブランド後の宿泊利用者から喜びの声
も寄せられており、「新しいハワイ時間」
を過ごしてもらえるような滞在体験を最
前面に押し出している。

大幅に変更したプールエリア
リピーターからも驚きの声

　全面改装により姿を大幅に変えたプリ
ンスワイキキにあって、特に高い評価を
得ているのがプールエリアだ。インフィ
ニティプールの先には、全面にオーシャ
ンフロントビューが広がり、ハワイの海
を存分に楽しめるリゾート感あふれる
プールエリアとなった。ハワイ プリンス 
ホテル ワイキキ時代を知るリピーター
客からは「こんな風に変わるなんて！」
と驚きの声が寄せられている。よりプラ

イベートな時間を楽し
みたい人には、プール
デッキにオーシャン
ビューカバナを５つ、
オーシャンフロントカ
バナを３つ用意。いず
れも予約制で宿泊客専
用となる。

客室全体がラナイとなる
窓を開ければハワイの風も

　「ホテル立地のストーリーを客室全体
で表現する」ことをテーマに改装された
客室は、全室がオーシャンビュー。海と砂
をイメージさせる青とベージュを基調と
し、この地に生育していた「ナイオ」と
いう花を壁に描いた。他にも波をデザイ
ンしたアクセントピローやクッションを
用意。ビーチでさざ波の音を聞きながら
眠りに就くような、快適な空間をイメー
ジした。
　改装後に好評なのが、客室の大きな窓
から見える眺めだ。従来の左右に開く
カーテンではなく、上下に開閉する電動
ブラインドを採用し、客室の全幅と床か
ら天井までの高さがある大きな窓を最大
限に活かしている。「客室全体をラナイ
としてハワイの海を楽しめる」というコ
ンセプトどおり、手すりなどに遮られな
い眺望は圧巻。窓は上部が開閉できるた

め、日本人がハワイに感じる最大の魅力
ともいえる“ハワイのさわやかな風”を客
室にいながら感じることができる。

ソフト・ハード両面で
細部にこだわったメインダイニング

　メインダイニングは「ワンハンドレッ
ド セイルズ レストラン＆バー」として
生まれ変わった。ハワイで採れた素材
をふんだんに使った料理を提供する「フ
レッシュ・アイランド・キュイジーヌ」
をコンセプトに、ビュッフェと終日オー
ダーできるアラカルトメニューを用意し
ている。

　もともと地元の人にも定評があり人気
が高かったビュッフェ。入口付近にあっ
たビュッフェラインを奥に移動、動線を
移したことでスムーズになり、入りやす
い雰囲気を作り出した。また、ビュッフェ
ラインでは料理一品あたりの一度に提供
する量を以前よりも少なくしその回数を
増やすことで、いつでも作り立ての新鮮
な料理を楽しめるよう、質にもこだわっ
ている。
　そのほか、レストラン内に新たに設け
たオープンバーでは、1人でも気軽にカク
テルやププ（軽食）を楽しめるようにし
た。バーから見えるロマンティックなサ
ンセットは、ハネムーナーなどから好評
を得ている。

大盛況のKATSUMIDORI SUSHI TOKYO
宿泊客だけでなく地元の人にも好評

　2002年に東京・目黒に１号店を開店し
て以来、行列ができるほど人気となっ
た寿司店の活美登利。プリンスワイキ
キ内にオープンした「KATSUMIDORI 
SUSHI TOKYO」は、同店の海外初進出
となる店舗だ。築地からハワイに魚を直
送して提供する寿司は、日本国内の活美
登利と同等のクオリティを誇る。宿泊客
だけでなく地元の人にも好評で、ホテル
に活気のある雰囲気をもたらしている。

　2017年７月には、ハワイ州観光局の公
認プログラム「111-HAWAII AWARD

（ワン・ワン・ワン ハワイ アワード）」
の寿司部門で１位に選ばれたほか、2017
年10月には地元紙「ホノルルアドバタイ
ザー」主催のイリマ・アワードで「大絶
賛」を意味するRave Reviews部門のレス
トランに選ばれたりするなど、高い評価
を得ている。

新チャペルのオープンで
ホテル内にも「幸せな雰囲気」が

　プリンスワイキキとして生まれ変わっ
た後に大きな話題となっているのが、ホ
テル最上階にオープンしたワタベウェ
ディングの新チャペルだ。地上107mにあ
るこのチャペルは、「喜びの空」を意味す
る「ラニレア チャペル」と名付けられ、
空と海と街を一望するパノラマビューで
最高のウェディングを演出する。挙式後
もチャペル併設のピクチャーラウンジで
アフターセレモニーや、専用のパーティ
会場などで、列席者とハワイらしいアッ
トホームな雰囲気で幸せな時間を過ごす
ことができる。

　ウェディング施設はハワイ プリンス 
ホテル ワイキキ時代にはなかったもの。
挙式カップルの若年層や、参列者の宿泊
利用も増え、利用客層に変化がみられた
のも特徴。ウェディングでの利用者がホ
テル内にいると、その姿を見た他の宿泊
客も幸せな気持ちになれるもの。ホテル
全体に幸せな雰囲気が満ち溢れている。

新生「プリンスワイキキ」としてリブランドデビュー初年
宿泊客からも大好評の全面改装

プリンスワイキキ Prince Waikiki

立地の物語を前面にサービスも強化

　ハワイ島のハプナビーチプリンスホ
テルが、2018年3月から「ウェスティン 
ハプナ ビーチ リゾート」として営業
を開始する。ウェスティンホテルマネ
ジメントLP（米国）とのフランチャイ
ズ契約に基づき、「ウェスティン」ブラ
ンドに加盟し運営するもの。これを機
に約4600万ドルを投じて全面バリュー
アップ投資を実施。ロビー、客室、レ
ストラン、ラウンジ、プール増設、
フィットネスセンターの移設、ホテル

からビーチ
への動線の
整備などを
含む大規模
な改装とな
り、工事は
2018年6月
まで行われ
る予定。こ
れまで以上にリゾート感に溢れ、快適
な滞在を実現する。

　ハワイ島初のリゾートとして、1965
年にオープンした「マウナケアビーチ
ホテル」。ハワイ島におけるリゾートの
スタンダードを確立した先駆的な地位
だけでなく、時代を超越した不変の上
質なサービスで、ハワイ島屈指のラグ
ジュアリーリゾートとして現在も高い
評価を受けている。宿泊客を「オハナ

（家族）」として温かく迎えるおもてな
しが、幅広い層から支持されてきた。
このオハナスピリット溢れるサービ

スに加え、
ミッドセン
チュリーの
個性的なモ
ダン建築、
三日月型の
美しい白砂
のビーチ、
マウナケア
独特のさりげないエレガンスなど、他
ではできない宿泊体験が可能だ。

ハプナビーチプリンスでバリューアップ投資
「ウェスティン」として再オープン

ハワイ島リゾートの先駆的存在として
時代を超えて高い評価を得たマウナケアビーチホテル

生まれ変わった館内施設

新たに入居したテナントが
もたらした効果
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プリンスワイキキ

ウェスティンハプナビーチリゾート マウナケアビーチホテル
ハプナビーチプリンスホテルは2018年春にウェスティン ハプナ ビーチ リゾートとして新たに
出発する為に現在準備を進めています。ウェスティン仕様になった新しいお部屋、コンセプトを
一新したお食事、そして健康向上を意識したサービスで皆さまをお迎えいたします。

ハワイ島で初めてのリゾートとして1965年にオープンしたマウナケアビーチホテルは、時を越え
た不変の上質なサービスでハワイ島の屈指のラグジュアリーリゾートとして現在も高い評価を
受けています。 オハナスピリット溢れるおもてなしで、幅広い世代のお客様を魅了します。

Address: 62-100 Mauna Kea Beach Drive, Kohala Coast, Hawaii 96743    TEL: (808) 882-7222  FAX: (808) 882-5700Address: 62-100 Kauna‘oa Drive, Kohala Coast, HI 96743    TEL: (808) 880-1111 FAX: (808) 880-3142

Address: 100 Holomoana St, Honolulu, HI 96815
TEL: (808) 956-1111 FAX: (808) 946-0811
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潜在性の高い教育旅行とスポーツ交流に注力
レジャーマーケットと連動した取り組み展開

　HTJは2018年、5つの柱のうち特に教育
旅行とスポーツ交流に力を入れていく。
レジャーマーケットにおける地方戦略と
連動した取り組みを展開。特に、広島、
札幌、福岡でのプロモーションに注力し
ていく方針だ。
　また、航空ネットワークが拡充してい
るなか、直行便が就航する５都市に加え

て、地方から羽田／成田経由の送客もサ
ポートしていく。さらに、関西圏ではエ
アアジアXやスクートといったLCCが関
西−ホノルル線に就航し、日本航空もダ
ブルデイリーに増便することから、関西
発の修学旅行など新しいマーケットの創
出にも努めていく考えだ。

MICEマーケット MICE Market

ハワイ州観光局（HTJ）では、MICEも重要マーケットと位置づけ、「インセンティブ」「教育」「スポーツ」「エンター
テイメント」「国際会議」の5つの柱でプロモーション展開している。レジャー担当のセールスチームと密に 
コミュニケーションをとりながら各旅行会社の戦略に合わせたサポートを提供。航空路線が拡充しているなか、
グループの取り込みを大きなチャンスと捉えている。2018年の方針について、新規事業開発部長の寺本竜太氏
とセールスマネージャーの平牧紗美氏に話を伺った。

　このほか、エンターテイメントでは、今
年から来年にかけて、ファンクラブミー
ティングや数千人規模のファンクラブ向
けコンサートなどの企画が進んでいると
いう。
　インセンティブについては、引き続き
旅行会社のサポートを強化していくほ
か、業界サイトでのコンテンツも充実さ
せていく計画。
　国際会議への誘致では、HTAが進める

「Elele（エレレ）プログラム」を活用して
いく。これは、ハワイ大学教職員を筆頭
に「ハワイ・ビジネス・アンバサダー」
と呼ばれるボランテイアが、ハワイ・コ
ンベンションセンターで開かれる国際会
議に参加するキーパーソンとのミーティ
ングをマッチングできるようサポートす
る取り組み。このプログラムを活用して
いくことで、キーパーソンへのダイレク
トアプローチを行い、日本からの参加を
促していきたい考えだ。

　スポーツ交流では、ハワイ州本局であ
るハワイ・ツーリズム・オーソリティー

（HTA）が国際スポーツ大会の誘致に力
を入れていることから、HTJとしてもそ
の取り組みに連動した活動を展開してい
く。
　今年2月8日と10日には、アロハスタジ
アムでサッカーの国際大会「パシフィッ
ク・リム・カップ2018」を開催。日本から
は北海道コンサドーレ札幌といわきFC
が参加し、米国とカナダのチームを加え
た４チームで試合を行う。北海道とハワ
イ州、カウアイ島と福島県いわき市は友
好都市提携関係にあり、選手団が特使と

して表敬訪問することも予定されている。
　３月には、バスケットボールBリーグ
の横浜ビー・コルセアーズのユースチー
ムがハワイを訪れ、現地の高校４〜６
チームと交流試合を行う。この試合は同
じ月に実施される教職員向け研修旅行で
も視察する予定。寺本氏は「これをモデ
ルケースとして、今後もユースのスポー
ツ交流を増やしていきたい」と意気込み
を話す。
　６月には、２回目となる「環太平洋国
際フットサルカップ2018」を開催。会場は
前回に引き続きカポレイ地区にあるフッ
トサル専用施設「808アリーナ」。日本チー
ムも参加する予定で、1000人ほどの参加
者が見込まれている。この大会は、個人
でもエントリー可能なアマチュアのイベ
ント。将来的には、プロの大会と組み合
わせることで大会規模を大きくしていき
たい考えだ。
　また、９月には、AVP（Association 
of Volleyball Professional）主催のビー
チバレー大会がヒルトン・ハワイアン・
ビレッジのラグーンでの開催が検討され
ている。現在のところ男子18チーム、女
子８チームのオリンピック選手がエント
リー。日本からの選手派遣も模索してい
るという。この大会は無料イベントとな
るため、HTJは、この時期にハワイで実
施されるインセンティブや教育旅行に向
けて観戦の告知をしていく。

HTJの公式ラーニングポータルサイト
「アロハプログラム」のユース検定は、20
歳未満が対象。60分の検定は無料で受け
られ、ハワイの観光名所、歴史、文化、
自然などから3択問題が25問出され、17
問正解すると合格になる。個人だけでな
く学校単位での登録も可能。合格者には
学校名（学校単位で登録した場合）と個
人名、などを印字した「アロハプログラ
ム」ユース会員証が無料で進呈される。

地方都市でのプロモーションを積極展開
航空路線拡大で新しい需要創出にも期待

事前学習に最適！
アロハプログラム（ユース検定）

スポーツの国際大会をフックに日本人の誘致を
ユースのスポーツ交流の発展に期待大

エンタメ案件も続々進行中
HTAとの連動で国際会議への誘致も

教職員のハワイファンを増やす取り組みを強化
学びのデスティネーションとしての認知度向上を

　教育旅行での取り組みでは、引き続
き、「抜群の立地環境」「安全、そして安
心」「教育素材の宝庫」「豊かな文化・歴
史」を主要テーマに教育旅行先としての
ハワイの訴求力を高めていく。
　その一貫として、各地で積極的にセミ
ナーも開催。昨年10月から12月にかけて
は、大阪では全国修学旅行研究協会（全修
協）と共同でセミナーを開催したほか、札
幌、名古屋、大阪では現地米国領事館と
共同で教職員向けに「米国教育旅行セミ
ナー」を実施した。「ハワイには、2000人
以上の旅行会社スタッフが常駐するなど
旅行者の受け入れ体制がしっかりとてお
り、有事の際の横の連携は他のデスティ
ネーションでは見られない」ことを強調
し、改めて安心安全のデスティネーショ
ンであることを訴えた。

　今年は、日本旅行業協会（JATA）の
アウトバウンド推進協議会と連携しなが
ら、教職員向けの研修も積極的に進めて
いく方針。まず１月にはスクートと共同
で大阪から、旅行会社の教育旅行担当者
向けの研修旅行を実施したほか、２月末
と３月末には大阪、札幌からそれぞれ教
職員向けの研修旅行を企画している。
　「『先生方のハワイファン化計画』を進
めていきたい」と寺本氏。研修旅行では、
現地の交流プログラムなどグローバル人
材育成の現場を実際に視察してもらうほ
か、柔軟にカスタマイズできるプログラ

ムを体験してもらうことで、「レジャーだ
けでなく、学びのデスティネーションで
あることを認識してもらう」ことに注力
していく。
　また、旅行会社向けには、直行便が飛
んでいる５都市で、２月と11月に教育旅
行に特化したセールスブリッツを実施す
る予定だ。
　このほか、今年は明治元年（1868年）に

「元年者」と呼ばれる日本人最初の集団移
民がハワイへ渡ってから150年の節目の
年を迎えることから、その取り組みと連
携していくほか、姉妹都市提携やアロハ
プログラム（ユース検定）とも連動し、
教育旅行マーケットの拡大を図っていく
考え。
　全修協の調査によると、2016年度にハ
ワイへの修学旅行および研修旅行を実施
した公私立高校は142校で前年度の135校
から増加。人数ベースでも前年度の１万
4083人から１万4879人に増えた。それで
も、米国本土、オーストラリア、台湾、
シンガポールなどと比べると少ないこと
から、「まだ伸び代はある」（寺本氏）とし
て、強化を進めていく。

HTJ 新規事業開発部長
寺本竜太氏

HTJ セールスマネージャー
平牧紗美氏

© Hawaii Tourism Authority (HTA) / Mark Kushimi

札幌での「米国教育旅行セミナー」の様子

「アロハプログラム」ユース会員証

「パシフィック・リム・カップ2018」
pacificrimcup.com

ハワイ・コンベンションセンター
© Hawaii Tourism Authority (HTA) / Dana Edmunds
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開園55周年、新カヌー・ショー「Huki」今夏スタート
ポリネシア神話の英雄マウイが繰り広げるストーリー
ポリネシア・カルチャー・センター（PCC）
では、広大な５万坪の敷地内に６つのポ
リネシアの村があり、それぞれの文化を
ショーやアクティビティを通して体験で
きる。

ポリネシアン・スピリットを感じる
新しいカヌー・ショー「Huki」

　今年で開園55周年を迎えるPCC。開園
当初からのひとつのメインプログラムで
あるカヌー・ショーは、2018年の７月か
ら、全く新しいものへと生まれ変わる。
開演は午後２時半から（変更の可能性あ
り）。ハワイでは唯一の水上でのショーに
ゲストが集まる。カヌーの上ではポリネ
シアンダンスや歌が披露される。
　ショーの名前は「Huki」。Hukiとはハワ
イ語で「引く、引っ張る」という意味。
ポリネシアの神話や慣習、地元ライエの
歴史や歌を通して、ポリネシアン・スピ
リットが体験できる。
　ショーの最初は、マウイが登場し、そ
れぞれのポリネシアの島々（カヌー）を

「引く（Huki）」ところから始まる。マウイ
の伝説は、アオテアロア（ニュージーラ
ンド）やハワイ、タヒチ以外にも、トン
ガやフィジー、サモアなどでも昔から語
り継がれている。
　新しいカヌー・ショーでは、ポリネシ
アの神話に出てくる島々の交易や戦い、
また結婚によって文化や島々が一体とな
るために、海が架け橋となったことを、
歌と踊りを通して披露する。広大な太平
洋でこの「Huki」が行われ、他の島の国
や文化を取り込むことによって、ポリネ
シア人は新しい事を学んできた。
　新しいショーの「Huki」では、有名な
地元のHukilauビーチで昔、ハワイ特有の

網漁が行われたことも紹介する。Hukilau
では、海に網を張って砂浜からその網を
引く（Huki）ことで魚を獲る。Lauは葉っ
ぱという意味。カヌー・ショー、「Huki」
では、海はそれぞれの文化を隔ててい
たのではなく、つながりをつくり上げて
いったということを思い起こさせてくれ
る（ショーの内容は変更の可能性あり）。

ショーの場所は２つから１つに
席の場所は大きく拡大

　今までのカヌー・ショーでは、ハワイ
村とタヒチ村沿いのラグーンと、サモア
村横のラグーンの２箇所で行われていた
が、新しいショーは場所がひとつとな
り、サモア村横のラグーン１箇所で行わ
れる。また、12時にワイキキを出発して午
後２時半にセンターに到着すると、既に
他のゲストが待っており、座ってショー
を見ることはどうしても難しかったが、
ハレ・オハナレストランの一部と、ラグー
ン沿い、サモア村の横に1000人以上が座
れる席を新設、より多くのゲストが座っ
てショーを楽しむことができるようにな
る。

PCCでさまざまな文化体験
少人数から大型団体まで対応

　ショーを観る以外にも、PCCでは様々
なプログラムを提供している。各種文化
体験プログラムは人気の１つだ。特にハ
ワイならでは、そしてここでしか出来な
いことを取り入れているので、グルー
プに最適なプログラムだ。プログラムに
よっては、少人数から5000名以上まで対
応できる。
　ウクレレやフラのレッスンは、ハワイ
の文化を気軽に体験できるプログラム
として人気。開放的なPCCの空間でリフ
レッシュして楽しむことができる。例え
ば、フラのグループで利用するのもいい
だろう。
　PCCは、モノづくりも得意分野のひと
つだ。ラウハラという葉でバラの花を作
れる「ハワイアン・ローズ作り」体験、
リーフクラフト、伝統的な航海術を学ぶ

「イオセパ」など、ハワイ文化に触れる 
ここだけのユニークなカルチャー・エ 
クスチェンジ・プログラムも充実してい
る。

教育旅行に人気のカイクアアナ・プログラム
現地校訪問や英会話体験、職業体験も

　文化体験ができるテーマパークとし
て、教育旅行に人気のPCC。さまざまな
プログラムを用意しており、そのなかで
も人気が高いのが「カイクアアナ・プロ
グラム」だ。
　ブリガムヤング大学ハワイ校（BYU）
の学生がプログラム参加者の案内役を務
め、現地体験や英会話実践をサポート。
PCCに限らず、大学内やスーパーマー
ケット、PCCに近いライエの町に同行し
て時間を共にする。
　生徒８名につき、現地の大学生１名が
サポートするので、プログラム中に英語
を話す機会が多く、実践的な英語力を鍛
えることができるのが好評。追加料金で
グループの人数調整も可能だ。
　また、ホームステイと英語を学ぶクラ
スを組み合わせたアレンジもできる。期
間は２泊３日をベースに、１泊から１週
間程度まで柔軟に対応。ホストファミ
リーはBYUが募集し、責任を持って審査
している。

ポリネシア・カルチャー・センター（PCC） Polynesian Cultural Center

今夏スタート予定の新カヌー・ショー「Huki」の様子（イメージ）
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アウトリガー・リーフのオーシャンフロントの絶好の立地に新レストラン
市場直送の新鮮素材で、ワンランク上のビーチバーベキュー気分を

「ザ・リーフ バー＆マーケットグリル」
がオープン

　アウトリガー・リーフ・ワイキキ・ビー
チ・リゾートに昨年11月、新レストラン
が開業。美しいワイキキビーチが目の前
に広がるオーシャンフロントに登場した

「ザ・リーフ バー＆マーケットグリル」
は、ハワイらしい活気に満ちたホテル直
営のダイニングだ。
　「ザ・リーフ バー＆マーケットグリル」
は、地元で獲れた食材をふんだんに提供
するハワイのマーケット（市場）をモチー
フにした新感覚のレストランで、新鮮な
野菜や活きのいいシーフード、ステーキ

用の肉類など豊富
な食材を、来店客
が自分で見て選べ
るのが特徴。ハワ
イらしい雰囲気を
満喫しながら、ワ
ンランク上のビー
チバーベキュー気
分を味わえる。
　選んだ食材は基
本的に、自分で焼
くシステムで、ハ

ワイらしい雰囲気を満喫しながら、ワン
ランク上のビーチバーベキュー気分を味
わえる。また、専属のシェフに調理を依

頼する事も出来る（有料）。ダイナミック
なバーベキュー体験を、ハワイの海風を
感じる開放的なシチュエーションで楽し
め、ホテル直営の強みを生かして優秀な
スタッフが上質なサービスを提供する。
一般的なバーベキューレストランとは一
線を画し、より内装もアップグレードし、
ワンランク上の食体験を実現。

　営業時間は
午前７時から
深夜までで、
朝食、ランチ、
ディナーだけ
でなく、ハッ
ピーアワーや
カクテルタイ
ムなどと１日中利用できる。家族や友人
との利用はもちろん、グループでの利用
にも対応可能で、ホテル宿泊者以外でも、
もちろん利用可能。地元ローカルの来店
客もたくさん訪れており、早くも人気店
の仲間入りを果たしている。
　同じく、アウトリガー・リーフ・ワイ
キキ・ビーチ・リゾートにある、「カニ・
カ・ピラ・グリル＆バー」も大好評。本物
のハワイアンミュージックが楽しめる場
所として日本人旅行者にも人気で、ハワ
イアンミュージック界の権威である「ナ・
ホク・ハノハノ賞」受賞アーティストら

によるライブ演
奏を毎晩開催し
ている。プール
サイドで心地よ
い音楽を聴きな
がら、ハワイア
ン・フード満載
の絶品オリジナ
ルメニューより、ハワイアン・スタイル
の食事を楽しめるのが人気の理由だ。

プレミアム志向に応える
クラブ・ラウンジ

　アウトリガー・ホテルズ＆リゾーツは、
1947年に最初のホテルを開業し70年以上
の歴史を誇るハワイを代表するホテル企
業の一つ。そのフラッグシップ・ホテルに
位置付けられているアウトリガー・リー
フ・ワイキキ・ビーチ・リゾートは、ワ
イキキを見渡すことが出来る絶好の位置
に立地し、賑やかなワイキキ地区にあり
ながら、ゆったりと寛いだ時間を過ごせ
るリゾートとして評価されている。また、
ハワイの歴史的文化財や芸術作品が飾ら
れた館内で、ハワイの歴史や文化を体感
できる空間としても価値が認められ、本
当のハワイアンの文化と歴史を、宿泊客
に提供する事に重きをおいている。さら
に、ワンランク上の滞在を希望する宿泊
客のために「ボエジャー47クラブ・ラウ
ンジ」を用意。ラウンジ名に冠された「47」
はホテルを最初に開業した年を示すもの
で、ホテルのプライドを凝縮したラウン
ジでもある。現在、各都市に展開するアウ
トリガーグループのホテルへの導入も進
んでいる同ラウンジの中でも、アウトリ
ガー・リーフ・ワイキキ・ビーチ・リゾー
トにあるラウンジは、他グループホテル
をリードするフラッグシップ的な存在。

ボエジャー47クラブ・ラウンジは、ホテ
ルのダイヤモンドヘッドタワー3階に位
置し、オーシャンフロントとスイート

（シティビュースイートを除く）の客室の
宿泊客が無料で利用できる。ラウンジに
は地元芸術家のアート作品や、ポリネシ
ア航海協会とのパートナーシップを象徴
するアウトリガー・パドルを展示するな
ど、ハワイならではの雰囲気に満ちた寛
ぎの空間を提供している。

　同ラウンジは、午前7時～10時の軽朝食
タイムと夕方17時～19時のカクテルタイ
ムでは、ハワイの食材やハワイアン・プ
レミアムコーヒー、マウイ島のワイン、
地元のクラフトビールなどハワイならで
はの味わいにこだわっており、夕方のプ
プ（ハワイ風おつまみ）は大変好評だ。

アウトリガー・ホテルズ＆リゾーツ OUTRIGGER HOTELS & RESORTS

　アウトリガー・
ホテルズ＆リゾー
ツは、ワイキキの
中心でカラカウア
通りに面した好
立地に、「ワイキ
キ・ビーチコマー
byアウトリガー」
を開業。２月１日
付でアウトリガー
ブランドへ名称を
変更して営業し、
2018年夏頃までに
全客室、プールデッキ及びロビー、廊下、
エレベーターなどの公共エリアや外観の
大幅なリニューアルの改装を順次行う予
定。リニューアル後の客室は海の色を基

調とし、ハワイに咲くマリーゴールドの
花の色をアクセントに添えた明るい色調
を採用し、客室内に最新技術を取り入れ
た環境配慮型のホテルを目指す計画だ。
ワイキキビーチにも近くインターナショ
ナルマーケットプレイスにも隣接してお
り、ワイキキでも最高レベルの立地条件
を生かしたオンリーワンのデラックス・
リゾートへリニューアルする。

アジア太平洋に広がるアウトリガーのリゾート

ワイキキにアウトリガーブランドがまたひとつ

アウトリガー・ラグーナ・プーケット・ビーチ・リゾート
アウトリガー・コサムイ・ビーチ・リゾート
アウトリガー・モーリシャス・ビーチ・リゾート
アウトリガー・コノッタ・モルディブ・リゾート

アウトリガー・フィジー・ビーチ・リゾート
キャスタウェイ・アイランド、フィジー
アウトリガー・グアム・ビーチ・リゾート

アジア太平洋地域で最大級のホスピタリ
ティ企業として知られるアウトリガー・
ホテルズ＆リゾーツのフラッグシップ・
ホテル、アウトリガー・リーフ・ワイキ
キ・ビーチ・リゾートに、新レストラン

「ザ・リーフ バー＆マーケットグリル」が
登場。また、アウトリガー・ワイキキ・
ビーチ・リゾートの「ブルーノート」や
新生ワイキキ・ビーチコマー byアウト
リガーの「マウイ・ブリューイング」な
ど、いずれのレストランもワイキキの最
新レストランとして大変な人気で、充実
した飲食体験もアウトリガーの大きな魅
力として注目されている。

　アウトリガーを代表するもう一つの
ビーチフロントのホテル、アウトリガー・
ワイキキ・ビーチ・リゾートは、ワイキキ
中心部のオン・ザ・ビーチにある数少な
いホテルの一つであるだけでなく、目抜
き通りのカラカウア通りに面し、通りに
直接出入りできる最高のロケーションに
恵まれたホテルだ。ホテルの目の前に美
しく広がるビーチから、圧倒的に美しい
海が広がる。その絶景を間近で眺めるこ

とができるよう、
海正面サイドのバ
ルコニーはすべて
ガラス張りになっ
ているので、部屋

ワイキキ・ビーチ・リゾートの「ブルーノート」が人気スポットに

からも圧巻の景色がひろがる。
　同ホテルの特徴の一つにも挙げられる
のが、日本でも有名ジャズクラブとして
知られる「ブルーノート」がテナント出
店していることだ。ニューヨークを本拠
とする「ブルーノート」が、世界６店目
として2015年に出店。以来、ハワイの新
しい人気エンターテインメントスポット
として着実にファンを拡大している。ま
た同店は9000平方フィート（約834㎡）の
広々としたスペースに、最先端の音響・
照明設備を導入しており、イベントス
ペースとしての対応力も高いため、プラ
イベートファンクションの会場としても
活用できる。

ワイキキ・ビーチコマー byアウトリガーアウトリガー・ワイキキ・ビーチ・リゾート

アウトリガー・リーフ・ワイキキ・ビーチ・リゾート

ワンランク上の滞在に「ボエジャー47クラブ・ラウンジ」

「マウイ・ブリューイング」

世界６店目の出店の「ブルーノート」

毎晩ライブ演奏が行われる
「カニ・カ・ピラ・グリル＆バー」

オーシャンフロントに登場した
「ザ・リーフ バー＆マーケットグリル」

地元で獲れた新鮮な食材を使用

ワンランク上の食体験を実現

ハッピーアワーや
カクテルタイムも人気

アウトリガー・ワイキキ・ビーチ・リゾート

ハワイの食材や地元のクラフトビールを提供
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コオリナ＆ウエスト・オアフに注目！

　ウエスト・オアフのカポレイ地区に
2009年オープンした「カポレイ・コモン
ズ」。オープンエアーのショッピングセン
ターとして、敷地内には映画館やオーガ
ニックスーパー「ダウン・トゥ・アース 
オーガニック＆ナチュラル」、大型ディ
スカウントストア「ターゲット」「ロス」
が入居する。
　敷地面積は50エーカー（約20万㎡）と広
大で、今後も新店舗がオープン予定。立
地も至便で、特にコオリナ地区に近く、
高速道路の出口からも近いので、ワイキ
キへは車で約30～40分でアクセスできる。
　またハワイアン・リージョナル・キュ
イジーヌの「イーティング・ハウス1849 
by ロイ・ヤマグチ」をはじめ、ダイニ
ングも充実。2017年11月には、ダンキン
ドーナツがオープン。ハワイで２番目の

ドライブスルー付き
のダンキンドーナツ
で、レンタカーでの
ドライブがてらに、
またショッピングを
兼ねた休憩にも活用
できそうだ。

コオリナ＆ウエスト・オアフ情報 Ko Olina & West Oahu Information

カポレイ・コモンズ
充実のショッピングとダイニング

　コオリナ・リゾート内に位置し、
「LPGAロッテ選手権」の開催コースとし
て知られる「コオリナ・ゴルフクラブ」
が、３ヵ月にわたるグリーンとフェア
ウェイバンカーの改修工事を完了した。
今回の改修工事では、バンカーの形状変
更やバンカーサンド（珪砂）の追加、一般
に「ビリーバンカー方式」として知られ
る最先端の排水システムの敷設などを実
施、レベルを問わずすべてのゴルファー
にとって、より最適なコンディションで
プレーできるよう改修を行った。
　なかでも「アウラニ・ディズニー・リ
ゾート＆スパ コオリナ・ハワイ」の正面
に位置する第10ホールには、ミッキーマ
ウスがテーマのバンカーを造成。グラン
ドオープニングには、ミッキーマウス自
身とハワイが生んだLPGAのスター、プ
ロゴルファーのミシェル・ウィー氏が駆
けつけ、華やかに完成を祝った。
　ウィー氏は「アウラニを背景に、可愛
らしくキャラクターを感じる素敵なバン
カー」とコメント。2009年のLPGAツアー
参加以来、ウィー氏はゴルフ界のスター
として人気を集めている。ハワイ滞在中
は幼少時より親しんだコオリナ・ゴルフ
クラブをホームコースとしている。2014
年には同コースで開催されたLPGAロッ
テ選手権で優勝。さらに同年、パイン
ハーストで行われたUS女子オープンで
初のメジャー優勝を果たしている。コオ
リナ・ゴルフクラブでは、2018年４月11
日から14日まで、第７回目となるLPGA
ロッテ選手権が開催される予定だ。

　コオリナ・ゴルフクラブは、テッド・
ロビンソン氏設計の全18ホールのチャン
ピオンシップ・コース。効果的にウォー
ターハザードを配したゴルファーのチャ
レンジ精神を掻き立てるコースで、広々
としたフェアウェイと段差のあるグリー
ンが特徴だ。
　またクラブハウスには、受賞暦のある
ゴルフショップやロッカールームがあ
り、レストラン「ロイズ・コオリナ」は、
ハワイ・リージョナル・キュイジーヌの
先駆者として国際的に有名なロイ・ヤマ
グチ料理長によるハワイアンフュージョ
ン料理が楽しめる。

ミッキーマウスがテーマのバンカーも
コオリナ・ゴルフクラブが改修完了

　コオリナ・リゾート内に、セレブリ
ティー・シェフのマイケル・ミーナ氏が
プロデュースしたレストラン「ミーナ
ズ・フィッシュハウス」がオープンし
た。「フォーシーズンズ リゾート オアフ 
アット コオリナ」内に位置する「フィッ
シュハウス」とパートナーシップを組み、
生まれ変わった新たなレストランで、屋
外オーブンやプライベートダイニング
ルームを新設。また、ここだけでしか味
わうことのできない新しいメニューも登
場する予定だ。
　 マ イ ケ ル・ ミ ー ナ 氏 は、2005年 に

「International Food and Beverage 
Forum」にて「Restaurateur of the Year
賞」、「ボナペティ誌」と「サンフランシ
スコ・マガジン」より「Chef of the Year
賞」を受賞。2013年には、ジェイムス・
ビアード財団の「Who’s Who of Food & 
Beverage」に殿堂入りを果たすなど、輝
かしい受賞歴を誇る。ジャクソンホール
やワシントンD.C.、ボルチモアとドバイ
のフォーシーズンズでも活躍するミーナ

マイケル・ミーナのレストランが開業
「ミーナズ・フィッシュハウス」

　2016年10月にグランドオープンした
「カ・マカナ・アリイ」がオープン１周
年を迎えた。ハワイで今最も急成長する
地区の中心に位置する総面積140万平方
フィート（約13万㎡）の複合施設で、多彩
なショップやレストラン、アトラクショ
ンを集め、地元の人々だけでなく、観光客
でも楽しめる。高速道路でのアクセスの
良さ、大型駐車場の完備、公共交通機関の
便の良さなど、優れた立地条件を誇る。
　まずフェーズ１では、メイシーズをア
ンカーストアに、100軒を超えるショッ
プやレストラン、最先端の上映システム
を完備した映画館、ハワイ州初の「ハン
プトン イン ＆ スイーツ バイ ヒルトン」
が完成。ウエスト・オアフ地区には、今
後2025年までに８万戸もの住宅が新築さ
れることが予想され、カ・マカナ・アリ
イは、それに伴うショッピングおよびダ
イニングの需要に応える。
　2017年７月からは「ファーマーズ・マー
ケット」が登場。近隣の「ナロ・ファー
ムズ」から果物や野菜、熱帯植物や花、
食材などが届く。その場で購入できるの
でお土産探しにもいい。またハワイアン・
ミュージックやフラのパフォーマンスな

ども併せて行われる。毎週水曜日の午後
４時から８時まで、センターコートでの
開催だ。

カ・マカナ・アリイがオープン１周年
ファーマーズ・マーケットも登場

　ワタベウェディングは、コオリナ地区
に建つ「コオリナ・チャペル・プレイス・

コオリナのチャペルをリニューアル
ワタベウェディング

　今年で第５回目となる「コオリナ・チ
ルドレンズ・フィルム&ミュージック・
フェスティバル」が９月22日にコオリナ・
リゾートで開催される予定だ。コホララ
グーンとアウラニ・ディズニー・リゾー
ト&スパ コオリナ・ハワイの敷地内を会
場に、ビデオや音楽を使った参加型アク
ティビティをはじめ、ライブパフォーマ
ンスや、屋外の巨大スクリーンを使った
映画の上映会など、家族全員で楽しめる。
上映される映画は、ディズニーやディズ
ニー／ピクサーの人気作や、ハワイ・イ
ンターナショナル・フィルム・フェスティ
バルで上映された映画などをラインナッ
プする予定。イベントの詳細については
ウェブサイトまで（英語）。フェスティバ
ルの収益金は、すべてカピオラニ病院の
小児治療科及び婦人科へ寄付される。

家族で楽しめる映画と音楽の祭典
コオリナ・リゾートで9月22日に開催

Fourseasons.com/jp/Oahu

theKapoleiCommons.com

jp.KoOlinaGolf.com

kamakanaalii.com

www.KoOlinaChildrensFestival.com

西海岸のコオリナ地区を中心に今注目のウエスト・オアフ。ショッピングやダイニング、そしてゴルフやウェディングなど、新しい施設が続々とオープンしている。

オブ・ジョイ」を今年10月17日にリニュー
アルオープンする。「喜びの結晶」を意味
する「コオリナ・チャペル・プレイス・
オブ・ジョイ」は、コオリナ地区のオ
ン・ザ・ビーチという特別なロケーショ
ンが特徴の独立型のチャペル。今回のリ
ニューアルでは、「オン・ザ・ビーチ」と
いう最高のロケーションを活かした、よ
り開放的で美しい会場に生まれ変わる予
定だ。
　収容人数は32名で、バージンロードの
長さは10メートル。内観には、ブリリアン
トホワイトのチャペルフラワーが登場。
挙式では、ゲストから12本のバラを受け
取りながら新郎が入場し、言葉を添えて
新婦に渡す「ダズンローズ」というセレ
モニーで特別感を演出する。
　さらに挙式後には、エンゲージメント
ダイヤモンドをイメージした可愛らしい
外観のチャペルをバックに、海を眺めな
がら行うフラワーシャワーや、ビーチサ
イドガーデンでのレイセレモニーを行う
ことができる。
　また、新設するバンケットは、海側が
全面ガラス張り。天井高５メートルの
広々とした空間で、コオリナの美しい海
と空を間近に臨みながらのパーティーが
可能。パーティーでは、ハワイの食材を
ふんだんに取り入れた料理を提供する。

シェフは、大胆なコンセプトでサンフラ
ンシスコを世界でも有数の美食都市とし
て位置づける周知活動に貢献し、全米の
みならず世界中のレストラン業界で不可
欠な存在となっている。

チャペル内観

（左）バンケット外観（右）チャペル外観

過去のフェスティバルの様子
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充実のアクティビティでディズニー流リゾートライフ
最低3泊は必要! 多彩な過ごし方を提案

アウラニ・ディズニー・リゾート&スパ コオリナ・ハワイ Aulani, A Disney Resort & Spa, Ko Olina, Hawai‘i

お問い合わせは  ディズニー・デスティネーション・インターナショナル  マネージャー  羽田三輝
〒106‒0041 東京都港区麻布台２‒４‒５ メソニック39MTビル　
TEL：03-5404-6005　FAX：03-5404-6072　mitsuteru.hada@disney.com www.aulani.jp

　2018年４月、新しいファンブックが登
場する。これはアウラニに３泊以上滞在す
るゲストにプレゼントされるもの。アウラ
ニのリゾート内の施設をはじめ、コオリナ
地区やエクスカーションでも使えるお得な
特典が満載だ。たとえば、リゾート内のギ
フトショップ「カレパ・ストア」や「ハレ・
マヌ」では、１商品につき10%のディスカ
ウントクーポン。また、「ラニヴァイ・ディ
ズニー・スパ」では、通常のロミロミ・マッ
サージを無料でシグニチャー・ロミロミ・
マッサージにアップグレード。「アマアマ・

コンテンポラリー・アイランド・クッキン
グ」や「ウル・カフェ」などのダイニング
で使えるお得なクーポンも付いている。

　アウラニで行われる結婚式「ディズニー・
フェアリーテール・ウエディング」に参加
するキャラクターのコスチューム衣装が一
新された。今年から新たに参列するドナル
ドダックとデイジーダックのコスチューム
は爽やかなブルーの背景の上に花柄が全体
にあしらわれている。また、ミッキーマウ
スはアイランドスタイルのシャツにベー
ジュのパンツとデッキシューズを合わせ、
ドレッシーでありながらとカジュアルさを
兼ね備えたコーディネート。ミニーマウス
はラップドレスとブルーのコントラストが

鮮やかなピンクのシューズが特徴。いずれ
もコスチュームはアウラニでの挙式の際に
のみ着用する特別なコスチュームだ。

ウエディングセレモニー参加キャラクターのコスチューム衣装が一新 新しいファンブックが登場、お得な特典いろいろ

ハワイで特別なリゾートライフが過ごせる「アウラニ・ディズニー・リゾート&スパ コオリナ・ハワイ」には、キッズ、ファミリー、
大人旅、女子旅などさまざまな層が楽しめるエンターテインメントやアクティビティが満載。リゾートホテルながら、ディズニーランド
パークのような夢の時間を過ごすことができる。また、ホテル内で楽しめる70以上のアクティビティーを提供。追加料金無しの 
インクルーシブ・プランも用意するなど楽しみ方はいろいろ。これらのアクティビティの中にはグループ用にカスタマイズできる 
ものもある。ディズニー流リゾートライフを満喫するには、少なくとも3泊は必要だ。

モデルプラン

ゆっくり過ごしたい人向けの１日例
朝 サンライズ・ヨガでハワイの朝日を見ながら一日を開始。

午前中 ハワイアンアートにちなんだアクティビティでハワイの文化体験。

昼 無料のシャトルバスでカ・マカナ・アリイ・ショッピングセンターへ。ランチとショッピングを満喫。

夕方 インスタグラム用にプロの技術が学べるフォト・ツアーに参加。

夜 カ・ヴァア：ルアウ・アット・アウラニなどアウラニならではのショーに参加。その後、オレロ・
ルームで音楽を楽しんでから就寝。

アクティブに過ごしたい人向け１日例
朝 カーディオ・ラッシュなどスポーツ系のアクティビティで一汗かいてから一日を開始。

朝食 マカヒキでキャラクター・ブレックファスト。キャラクターと楽しい時間を。

午前中 子供をアンティーズ・ビーチ・ハウスに預けて、ミッキー・バンカーのできたコオリナ・ゴルフクラブで 
ゴルフや、アウラニ内にあるラニヴァイ・スパを楽しむ。

午後 子供をお迎えに行き、一緒にアウラニ内の多彩なプールやビーチでウォーターアクティビティを楽しむ。

夜 天体観測を楽しむアクティビティに参加したり、日中アウラニのカメラマンに撮ってもらった写真をDVD
に焼いたり、カレパ・ストアでアウラニ限定のお土産を買ったりと、さまざまな楽しみ方で夜を過ごす。

キャラクター・ブレックファスト 
キッズ  ファミリー  大人

オーシャン・ヨガ 
大人

美しいラグーンできれいな朝日を眺めながら行うパドル
ボード・ヨガ。

カーディオ・ラッシュ 大人
心機能を高める爽快なエクササイズ。

シーサイド・ストレッチ 大人
ラグーンで行う可動域を広げる動的ストレッチと
静的ストレッチ。

グループ・スピニング 大人
音楽を聴きながら室内で行なうサイクリング・ク
ラス。

ビーチボディブートキャンプ 大人
水着の似合う体を目指すブートキャンプ。

アロハ・ファン・ウィズ・
ディズニー・フレンズ キッズ  ファミリー
アウラニ内のさまざまな場所で人気のディズニー
キャラクターが子供たちを迎えてくれる。

シェイク・ア・シャカ・プール・パーティ
キッズ  プレスクール ファミリー

ダンスやゲームなどが楽しめるプールパーティー。お気
に入りのディズニーキャラクターに会うチャンスも。

オハナ・ホオカニ・ピラ 
キッズ  ファミリー  大人
気軽に参加できる無料のウクレレ・レッスン。ウクレレ
やハワイアン・ミュージックの歴史も教えてくれる。

オハナ・フラ 
キッズ  プレスクール ティーン  大人
家族全員で参加できる無料のフラ・レッスン。
カパのデモンストレーション 
キッズ  プレスクール 大人
ハワイ伝統の布「カパ」作りのクラス。地元アー
ティストによるデモストレーションを通じてハワ
イの文化を学ぶことができる。

オハナ・ディズニー・ムービー・ナイト
キッズ  プレスクール ティーン  大人
星空の下、ハラヴァイ・ローンでディズニー映画を鑑賞。
映画の前には、楽しいゲームやトリビアクイズ大会なども。

カ・ヴァア：ルアウ・アット・アウラニ
キッズ  プレスクール ティーン  大人
ハワイ伝統のルアウショー。豪華なハワイ料理を味わい
ながら、活気に満ちた歌と踊りを堪能できる。

ライブ音楽 
キッズ  プレスクール ティーン  大人
オレロ・ルームやアマアマでは毎日違うミュージ
シャンの演奏を楽しむことができる。

ティーン・ホオカニ・ピラ 
ティーン

夕方５時以降に行われるティーン向けのウクレ
レ・レッスン。このほかにも、アニメーションク
ラス、ゲームナイト、レイメイキングなどのアク
ティビティも提供。

カラダもココロも目覚めさせるエクササイズで1日をスタート

キャラクターが登場するディズニーらしいアクティビティからハワイの文化体験まで楽しみ方は多彩

ハワイの伝統からマジカルなエンターテインメントまでアウラニだからこそ体験できるプランが充実

朝

昼

夜

トドラー・タイム・スプラッシュ・アンド・プレイ 
キッズ  ファミリー  
追加料金なしで楽しめるビーチアクティビティ。砂でお城を作ったり、

「メネフネ」が隠したお宝を探したり、ファミリーで楽しむことができる。

カパラ・キイ・オハナ・Tシャツ・スタンピング 
キッズ  プレスクール ティーン  大人
カパデザインのスタンプを使い、カパの歴史を学びながら、

「世界に一つだけのTシャツ」をデザインするプログラム。

サンセット・フォトグラフィー・トレーニング・クラス/
ナイト・フォトグラフィー・クラス ティーン  大人
アウラニで「インスタ映え」する写真を撮りたい人に 
オススメのプログラム。プロの技術が学ぶことができる。

「マカヒキ」での
ビュッフェ朝食で
人気キャラクター
たちと写真撮影や
アンティとの歌や
ダンスを体験。

★その他にもいろいろなアクティビティを提供

★その他にもいろいろなアクティビティを提供

★その他にもいろいろなアクティビティを提供

アウラニ　ファンブック 2018 - 2019

As to Disney artwork, logos and properties: ©Disney

ミュージシャン「ヘマパア」
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ワイキキビーチに上質なリゾートが誕生
団体の受け入れ態勢も万全

「上質なハワイ」を体感
ハード／ソフト共にグレードアップ

　「上質なハワイ」を体感できる「アロヒ
ラニ・リゾート・ワイキキ・ビーチ」。
全面改装後は、独立系の高級ホテルブラ
ン ド「Preferred Hotels & Resorts」 の

「Lifestyle Collection」に加入、ゲストか
らの評価も格段にアップしている。
　ホテル名の「アロヒラニ」とは、ハワイ
語で「まばゆい空」という意味。ハワイ
王朝最後の君主となったリリウオカラニ
女王を称えて付けられた。ホテルは、リ
リウオカラニ女王信託財団が保有する土
地に建っており、周辺はリリウオカラニ
女王の邸宅や、女王が愛情を込めて「ケ
アロヒラニ（王家の光、あるいはまばゆ
い空の意）」と呼んでいた浜辺の別荘を含
め、王族の住居が密集していた由緒ある
エリアだ。
　その「アロヒラニ」の名の通り、内装
は、ハワイらしさを感じさせながら、コ
ンテンポラリーで明るいデザインを取り
入れた、シックで洗練された「上質なリ
ゾート」に生まれ変わった。ハード面で
のグレードアップだけでなく、ソフト面
でもスタッフを増員、これまで以上にき
め細かなサービスを提供する。

団体向け専用スペースを確保
宴会／会議施設も充実

　ロビーエリアの「オーシャナリアム」
左奥には、団体到着や出発、また滞在中
に利用できるグループホスピタリティエ
リアを設置。100名以上収容できるので、
大きなグループにも対応が可能だ。団体
専用のツアーデスクも設置できる。

　宴会／会議施設も充実。レセプション・
スタイルで最大1500名収容可能なグラン
ド・ボールルーム「エンジェルフィッシュ」

（２分割可能）をはじめ、団体の規模に応
じてさまざまなサイズの会議スペースを
用意する。
　ホテルが新しくなったことで、エン
ターテイメント系やアパレル系、金融、
自動車メーカーなど、感度の高い人たち
からの団体利用が増えているという。

絶景を楽しめる明るい客室
海側の建物の客室には洗浄機付きトイレ

　ハワイアンスタイルをベースとしたモ
ダンなデザインで、より明るい雰囲気に
リフレッシュした全839室の客室。ワイキ
キビーチに面し、世界屈指のビーチと、
ダイヤモンドヘッドの絶景が楽しめる。
設備もグレードアップ。海側の建物の客
室には全室洗浄機付きトイレを備える。

ロビーまわりが開放的な空間に
巨大水槽オーシャナリアム

　ロビーまわりをはじめとするパブリッ
クエリアも「上質なリゾート」を感じさせ
る開放的な空間に一新された。熱帯植物
と自然の岩を使った坪庭がハワイらしい
トロピカルな印象を演出。またライムス
トーンを使ったレセプションデスクや、
白い布で覆われたソファー、自然の形を
活かした天然木のテーブル、照明器具な
どのインテリアが落ち着いた雰囲気を醸
し出し、他にはないここだけのシックな
ムードが漂う。

　ホテル自慢の巨大水槽「オーシャナリ
アム」もアップグレード。サンゴで彩られ
た水槽は、ワイキキビーチの海の中を再
現。1000匹以上もの魚を観察でき、海洋自
然の大切さを伝える宿泊客向けのユニー
クな教育プログラムが用意されている。

ラグジュアリーな雰囲気の
デスティネーション・プールデッキ

　「上質なリゾート」感を演出する「デス
ティネーション・プールデッキ」は、ホ
テルの新たなアイコンのひとつ。ワイキ
キビーチを臨む温塩水のインフィニティ
プールには、プールバーやデイベッドを
設け、カバナへと続く石の小径は特別感
を演出。ヤシの木やチーク材の家具、流木
を使ったアート作品やランタンなど、洗
練された空間でありながらも、ハワイら
しいトロピカルな雰囲気を感じさせる。
またファミリーで楽しめる子供用のプー
ルも完備、ハイエンドのスパ施設「Island 
Club & Spa」もオープンした。

鉄人シェフのレストランが誕生
「モリモト・アジア」

　ホテルの２階にある「モリモト・アジ
ア」は、ホテルのシグネチャー・レストラ
ンとして、日本でも「鉄人シェフ」とし
て知られる森本正治氏がプロデュース。
ホテルの２階に位置し、西洋と和のテイ
ストを大胆に融合させた森本氏の代表的
な一皿を提供、早くもローカルでも話題
のレストランだ。
　また１階には、カジュアルな「モモサ
ン・ワイキキ」がオープン。焼き鳥やラー

メンなど居酒屋感覚で味わえるだけでな
く、ガーデンテラスも併設し、イースト
ワイキキのホットスポットになるだろう。
　他にも２階の「ライチ」では、農園か
ら直送された新鮮な野菜をふんだんに
使った朝食ビュッフェをサービス。また
巨大水槽「オーシャナリアム」に面した

「オー・バー」では、フレッシュなコーヒー
をはじめとする飲物や軽食を提供する。

アロヒラニリゾート・ワイキキビーチ Alohilani Resort Waikiki Beach

ワイキキビーチに面した絶好の
ロケーションを誇る「アロヒ
ラニリゾート・ワイキキビー
チ」（旧パシフィックビーチホテ
ル）。全面改装を経て、米国国内
旅行業界における「５スター」
のラグジュアリークラスのホテ
ルとしての評価が語るように、
ハード／ソフト両面でグレード
アップ。また団体の受け入れ態
勢も万全だ。

圧倒的スケールの巨大水槽「オーシャナリアム」を臨む「オー・バー」

ダイヤモンドヘッドの絶景を望む客室

団体専用ホスピタリティエリアとツアーデスク

会議スペースも洗練された雰囲気

プールにはラグジュアリーなカバナも

朝食ビュッフェレストラン「ライチ」

シックな印象に生まれ変わったパブリックエリア

シグネチャー・レストラン「モリモト・アジア」

ラグジュアリーな雰囲気漂う「デスティネーション・プールデッキ」

明るい印象に生まれ変わった客室
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ハワイ州観光局プロモーション

ハワイの「ごほうび」旅行を提案
プレゼン資料「ごほうび、ハワイ案。」を作成
　「ごほうび、ハワイ。」では、下記の４つ
のセグメントを設定。それぞれハワイ各
島のスポットや体験を織り交ぜたビジュ
アルで、ハワイへの「ごほうび」旅行を
提案する。
　またウェブサイトで作成できるのが、

「ごほうび」旅行実現へ向けたプレゼン資
料「ごほうび、ハワイ案。」。４セグメン
トからひとつを選択し、旅行する時期や

「ごほうび」の内容、ハワイでの旅行ス
タイル、実際に行きたい場所を選ぶと、

「ごほうび、ハワイ案。」が出来上がる。
　「ごほうび、ハワイ案。」のバリエーショ
ンは実に51万通り以上。旅行に誘う背景
やどんな旅行か、また行きたい場所の詳
細な説明のほかにも、「ハワイ旅行による
メリット」を数値で紹介するKPI（重要
業績評価指標）といったユニークなペー
ジもある。実際にプレゼンできるように
印刷用データ（PDF）としてダウンロー
ドできるほか、EメールやSNSでリンク
共有も可能で、誘う相手みんなでシェア
できる。

旅行会社の商品情報をウェブサイトで紹介
販促ツールも充実

　「ごほうび、ハワイ。」のプロモーション
展開では、これまでにさまざまなイベン
トでの告知やコラボレーションを実施、
またオンラインを中心とする露出や広告
展開を通じて、浸透を図ってきた。
　海外旅行イベントや、地元メディアと
の共催によるイベントでのトークショー
では、実際に「ごほうび、ハワイ案。」を
作成するデモンストレーションを披露。
異業種とのコラボレーションでは、ゲー
ムアプリとのタイアップで懸賞を行った
ところ、単月で1万5000件もの「ごほう
び、ハワイ案。」が集まるなど、一定の
効果を収めた。ほかにも飲食施設や映画
館、プラネタリウムや飛行機の機内モニ
ターでのタイアップでは、プロモーショ
ン動画を店内で流すなどの告知活動を展
開した。

　広告展開では、FacebookやYouTube、
amebaブログ、LINEを中心に実施。交通
広告では、車両内のトレインチャンネル
を展開。「CREA web」のコラムでハワイ
の情報発信と、「ごほうび、ハワイ。」の
告知を行うなど、メディアを使った露出
も強化した。

さまざまな場面で告知／露出
「ごほうび、ハワイ案。」の作成へ誘導

アクティブシニア
「親愛なる妻へ」

3世代ファミリー
「かけがえのない家族へ」

ロマンス
「大切な恋人へ」

友人同士
「大好きな親友へ」

　さらに女性向けの情報サイト「オズ
モール」（2017年12月）や旅行ポータルサ
イト「トラベルコ」（2018年1～2月）では
特集を組み、いずれも「ごほうび、ハワ
イ。」のプロモーション紹介をはじめ、

「ごほうび、ハワイ案。」の作成ページへ
のリンクを設けることで、プロモーショ
ンとの連動を図り、投稿数の拡大を狙う。

　25～30歳の女性層をターゲットにする
「オズモール」では、宿泊券のプレゼント
を絡めるなど、関心を持たせる内容に、 
一方「トラベルコ」では、特集ページか
ら旅行会社のツアーにリンクする仕組み
になっており、旅行予約も可能だ。
　オズモールについては認知拡大、トラ
ベルコは実際のツアー検索につながるよ
う、各ウェブサイトの特性を活かした露
出を進めいく考え。ほかにもオンライン
バナーを例えば「ビーチリゾートの検索
をしている時にバナーが表示できるよう
にする」など、オンライン広告展開を強
化していく意向。動画広告も「駅の柱な
ど、縦型サイズに合わせたプロモーショ
ン動画を用意して流していきたい」との
ことだ。

「ごほうび、ハワイ。」4つのセグメント

今、ハワイに行く「きっかけ」づくりに
昨年より展開しているハワイ州観光局（HTJ）のプロモーション「ごほうび、ハワイ。」。「ごほうび」という
言葉を用いて、ハワイ旅行への動機づけとなる「きっかけ」をHTJが提供、実際のハワイへの渡航につなげ
ようとするのが狙いだ。今年は旅行会社や各種ウェブサイトでのパートナーシップを強化、プロモーション
をより広範囲に浸透させたい考えだ。

プロモーション内容

　「ごほうび、ハワイ。」ウェブサイト上
には、プロモーションに参加する旅行会
社やホテルなどの各パートナーの情報を
ウェブサイト上で紹介。旅行会社がプロ
モーションの主旨に合った旅行商品を造
成すると、商品が「ごほうび、ハワイ。」

のウェブサイトで紹介され、旅行会社の
ウェブサイトともリンクできる。また「ア
ロハプログラム」上級取得者が在籍する
HTJ認定の「サテライトオフィス」店頭
でのキャンペーンも積極的に進めていく。
　旅行会社向けの販促ツールも充実。ポ
スターやパンフレットは、それぞれHTJ
業界サイトから注文が可能だ。パンフ
レット用に掲載できるコラム素材や、店
頭で流せるプロモーション用映像、プロ
モーションのロゴと写真データ（要監修）
も提供する。

プロモーション展開

「ごほうび、ハワイ案。」人気素材トップ10
　これまでに集まった「ごほうび、ハワイ
案。」の数は、約2万7000件（2017年12
月末現在）にものぼる。その中から最も多
く選ばれた素材（ハワイで何がしたいのか）
のトップ10を紹介したい。定番のものから
絶景のあの場所、意外な体験まで、「ハワイ
で何がしたいのか」の人気ランキングとな
るので、商品造成にも役立つはずだ。

ハワイ・リージョナル・
キュイジーヌ ナパリコースト

コオリナ セスナ ワイキキビーチ スパ

ステーキ マリンスポーツ
（バナナボート、シーウォーカー）ワイキキ ハプナビーチ州立公園

6683件 6461件

6408件 5675件 4204件 2455件

2040件 1897件2002件 1896件

第1位 第2位

第3位 第4位 第5位 第6位

第7位 第8位 第9位 第10位

「ごほうび、ハワイ。」ウェブサイト
http://www.gohoubi-hawaii.com/

ハワイ火山国立公園（ハワイ島） ワイキキビーチ（オアフ島）

ラハイナ（マウイ島） ワイメアバレー（オアフ島）

「ごほうび、ハワイ案。」作成画面

HTJ業界サイト  member.gohawaii.jp
パンフレット用に掲載できるコラム素材の一例

名古屋でのイベントの様子

ウェブサイトののコラボ例
（トラベルコ  www.tour.ne.jp）

ハワイ州観光局調べ
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HTJ Promotions

まずはハワイ島から、隣島の需要喚起にも
プロモーションやイベントでも写真を活用
　ハワイカメラガールズは、日本最大
のカメラ女子サークル「カメラガール
ズ」とのコラボレーション。カメラ
ガールズは、写真好きの女子が集まる
メンバー制のウェブサイトを軸に、全
国各地にサークル「カメラガールズ」
を結成し、旅や暮らし、アートなど、
いろいろな角度から写真を楽しむ目的
でさまざまな活動を展開している。メ
ンバー数は1500人強を数え（2017年12
月現在）、20～40代の女性が中心だ。
　カメラガールズのサークルの中で、
初の海外展開となるハワイカメラガー
ルズ。まずは2017年10月に直行便就航
で盛り上がるハワイ島への撮影旅行を

実施。参加したのは8名で、社会人や学
生、主婦など、さまざまな人が集まっ
た。
　撮影された写真はHTJ総合ポータル
サイト「allhawaii」内に設けた特設サイ
ト「Photogenic Island of Hawaii」で公
開されており、今後は他の島への撮影
旅行を企画、随時特設サイト内で写真
をアップすることで、隣島への需要喚
起も図る考え。写真はカテゴリー別、
撮影者別、場所での検索が可能。今後
各種プロモーションやイベントなど、
さまざまな場面で利用される。旅行会
社の今後の商品造成においても活用で
きるようにしていきたい考えだ。

「フォトジェニックなハワイの島々をもっと楽しもう」をコンセプトに、写真からハワイの魅力を発掘するプロジェクト
「ハワイカメラガールズ」がスタートした。まずは特設サイト上でハワイカメラガールズが撮影したハワイ島の写真を 
紹介、今後は全島に範囲を広げていく。「カメラ女子」の目線で切り取られたハワイは、きっと商品造成の新たなヒントに
つながるはずだ。

フォトジェニックなハワイの魅力を発信

インスタグラムで投稿キャンペーン
メンバー向けのワークショップを実施
　また画像投稿SNS「インスタグラ
ム」を使ったプロモーションを展開。
ハッシュタグ「＃ハワイカメラガー
ルズ」による画像投稿を募集、毎月
優秀作品を選出し、アカウント「@
hawaii_cameragirls」で紹介、いず
れは優秀作品を集めたカレンダーの
制作なども検討する。
　インスタグラムを軸に、各種アプ
リケーションとのコラボレーション
も進めていく。インスタグラムの撮
影スポットを地図上から検索できる
アプリケーション「GENIC WALL」
とのコラボレーションはその一例
で、GENIC WALLでハワイの地図
から撮影スポットを検索すると、カ
メラガールズが撮影した写真が表示
される仕組みとなっている。GENIC 
WALLとしてはサイトへの誘導、
認知度アップに繋がり、HTJにとっ
てもハワイカメラガールズの認知度
アップとメンバー拡大という双方に
メリットがある。
　ハワイカメラガールズのメンバー
登録は無料。メールマガジンを登録
すると、会員章がもらえるほか、様々
な特典が受けられる。メンバー向け
のワークショップも企画。12月15日
に行われたワークショップでは、
ポートレート撮影の仕方を紹介、実
際にモデルを使った撮影体験も行っ
た。今後も同様のワークショップを
予定、コミュニティーとして機能さ
せていく。

タリーズコーヒーからHTJ公認商品発売
コナコーヒー100％のコーヒー豆
　ハワイ州観光局（HTJ）は、タリーズ
コーヒージャパン株式会社（以下、タ
リーズコーヒー）が２月２日に発売し
た「タリーズカッパーリザーブコレク
ション ハワイコナ100% アリナファー
ム」を新たなハワイ州観光局公認商品
として認定した。
　同商品は、ハワイ島コナにある「ア
リアナファーム」で栽培されたコー
ヒー豆だけを使用したもの。アリアナ
ファームは、地元イベント「コナコー
ヒー・カルチュラル・フェスティバル」
でのコンテストで過去４度も受賞経験
があるコーヒー農園。
　今回公認商品となった「タリーズ
カッパーリザーブコレクション ハワ
イコナ100% アリナファーム」は、2017
年の「コナコーヒーカッピングコンテ
スト」の優勝ロットを使用。花のよう
なアロマと、シトラスを感じる風味、
そして透明感のある明るい酸味を味わ
えるコーヒー豆だ。
　ハワイ島コナは、コーヒー豆の産地
として日本でも知名度が高い。日本か
らの直行便が復活し、ますます注目を

集めている。ハワイ島はコナ以外にも
カウ、ヒロが産地として知られており、
コナでは毎年11月に「コナコーヒー・
カルチュラル・フェスティバル」が開
催される。今年で48回目を迎える歴史
あるフェスティバルで、イベント会期
中はカッピングコンテストやコーヒー
豆摘み体験、パレード、農園ツアー、

「ミスコナコーヒー」のコンテストな
ど、さまざまなイベントが行われる。
　HTJでは、公認商品を記念として、
コナへの往復航空券が１組２名に当た
るアンケートキャンペーンを実施。な
お、商品は1袋150グラムで価格は5000
円（税込）だ。

ハワイ州観光局（HTJ）キャラクター
「Shakaちゃん™」は今年も大活躍！

　ハワイの「ALOHA」を伝えるために
活動するハワイ州観光局（HTJ）キャラ
クターの「Shakaちゃん™」。HTJでは、
昨年11月にクレイ粘土で Shakaちゃ 
ん™を作るワークショップを開催、参
加者からユニークで可愛らしい作品が
たくさん集まった。ワークショップは
引き続き実施していく予定だ。
　また初の試みとして、SNSを使った
コスチューム・コンテストを開催。

「Shakaちゃん™に何を着せたい？」と
いうお題に対して、パイナップルやド
ラキュラ、キャラクターのミニオンな
ど、さまざまな投稿が寄せられた。
　クリスマスに合わせた「Shakaちゃ

ん™サンタのプレゼント・キャンペー
ン」も実施。参加にあたっては、「おみ
やげアンケート」の回答を条件とし、
7666件の回答が集った。集計結果は、現
在HTJ総合ポータルサイト「allhawaii」
上で紹介している。今後もHTJでは、
こうしたプレゼント・キャンペーンを
組み合わせた調査を実施、旅行者のリ
アルな動向を把握していく方針だ。
　ほかにも、ハワイの「ALOHA」を
伝えるという教育的な要素が高いこと
から、幼稚園や学校などのイベントに
登場させ、「ALOHA」の意味を教えた
り、ハワイの魅力を紹介したり、さま
ざまな取り組みも予定している。

画像提供：ハワイ州観光局

HTJ Inromation

特設サイト「Photogenic Island of Hawaii」  www.allhawaii.jp/hcg 会員章と台紙

ワークショップの様子

Shakaちゃん™ストーリー  www.allhawaii.jp/shakachan/
「おみやげアンケート」集計結果  www.allhawaii.jp/htjnews/2741/

クレイ粘土でShakaちゃん™を作るワークショップの様子

アプリケーション
「GENIC WALL」



（22） （第３種郵便物認可） 2018年（平成30年）2月5日  増刊 第2431号

ハワイアン航空 Hawaiian Airlines

　エクストラ・コンフォートは、エ
コノミークラスと比べ、シートピッ
チが約13cm広いので、足元にゆと
りがある。一度体験すれば、その良
さを実感できるはず。エコノミーク
ラスのすべての運賃から追加料金で
アップグレードできるのもうれしい。
　また、優先搭乗やシグ・ゼーン氏
デザインのアメニティキット、全席
に個人用電源コンセントを用意する
など、サービスも充実している。

　ハワイ発のフライトで楽しめるのは、エグゼク
ティブ・シェフを務める地元で人気のシェフ、チャ
イ・チャオワサリー氏が監修した機内食。食器や
トレイ、ナプキンも特別にデザインされたもの
だ。日本発は「ココヘッドカフェ」のリー・アン・
ウォン氏考案のメニューを提供。またマスター・
ソムリエのチャッ
ク・フルヤ氏が厳
選したワインをは
じめ、オリジナル
のマイタイ、ハワ
イの地ビールや蒸
留酒などを取り揃
える。
　機内で配られるアメニティキットのデザインも
シグ・ゼーン氏が手がけた。ハワイに生息する花を
モチーフとしたデザインが人気で、同氏は2017
年に導入された制服のデザインも手がけている。
また、ちょっと嬉しいサービスとして、オリジナ
ルのホノルルクッキーカンパニーのクッキー詰め
合わせがお土産として配られる。

　180度水平になるフルフラットシー
トは、幅約52cm、長さ約193cmのゆと
りあるスペースを確保。横2ｰ2ｰ2席の
配置なので、ハネムーナーやカップル
の旅行に最適。３世代連れの家族旅行
にも好評だ。ハワイの自然をモチーフ
に、モダンな内装がリゾート感を演出
する。
　ゆっくり休みたい時は、ハワイ島を
ベースに活躍するデザイナーのシグ・
ゼーン氏デザインの毛布やマットレス
パットで。また次世代型大型タブレッ
トで、映画や音楽、ハワイのガイドな
ど、豊富なプログラムを揃えた機内エ
ンターテインメントも楽しめる。

快適な機内でハワイへ

　使用する機材は、日本路線の他のフライトと同様、フルフラットのビジネ
スクラスと、人気の「エクストラ・コンフォート」を搭載したA330-200
型機。羽田を含めると、同社の東京からのハワイ路線は、1日4便となり、
ホノルルだけでなく、ハワイ島のコナへもノンストップでアクセス、また
ホノルル、コナ経由でハワイの各島へスムーズな乗り継ぎが可能だ。

⃝日本発着路線には、日本語を話す乗務
員が2名以上乗務

⃝日本語も充実した機内エンターテイン
メント

⃝各シートに充電用USBポートを搭載

フルフラットシートを採用

日本路線の全便がA330-200型機の最新機材に

2018年2月2日（新千歳発）より、昨年就航5周年を迎えた新千歳−ホノルル線にもいよいよ最新機材のA330-
200型機が導入される。これにより、同社の日本路線はすべて同機材による運航となり、すべてのフライトで
快適な機内プロダクトを提供するようになった。ここでは注目の2つの機内プロダクトを紹介したい。

新千歳−ホノルル線にもA330-200型機を投入

成田−ホノルル線に夏期臨時便
2018年８月と９月は１日２便に

ハワイらしさにこだわった
プレミアムキャビン

上質なハワイを機内で

ワンランク上のゆとり
エクストラ・コンフォート

ビジネスクラスの魅力を動画で紹介！（YouTubeサイト）

⃝機内エンターテインメントのケイキ用
プログラム（ゲームやアニメなど）

⃝チャイルドミール（要事前予約）
⃝「ケイキ・キット」（チャイルドミールと

一緒におもちゃのセットをプレゼント）

ここにも注目

便名 出発 出発時間 到着時間 到着 運航曜日

HA822 成田 21:00  9:55 ホノルル 毎日

HA823 成田 21:30 10:20 ホノルル 毎日（8月2日～9月30日）

便名 出発 出発時間 到着時間 到着 運航曜日

HA821 ホノルル 15:30 19:00+1 成田 毎日

HA824 ホノルル 16:05 19:30+1 成田 毎日（8月1日～9月29日）

成田−ホノルル線 夏期運航スケジュール

子供（ケイキ）向けサービスも充実

　ハワイアン航空は、8月1日から9月30日の期間に、成田―ホノルル線で
夏期臨時便を運航する。これにより、同区間は1日2便での運航となり、よ
り利便性の高いスケジュールを提供する。

2018年1月15日現在。関係当局認可条件、スケジュールは予告なしに変更する場合があります。
 +1：翌日着

ビジネスクラス

オリジナルのマイタイ（イメージ）

チャイ・チャオワサリー氏が監修した機内食（一例）

シグ・ゼーン氏デザインのアメニティキット
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ご予約・お問合せはお近くの旅行会社または下記へ

シーライフ・パーク・ハワイ
[ 営業時間：９：３０～１６：００]
41-202 Kalanianaole Higway #7, Waimanalo, Hawaii 96795  TEL:８０８-２５９-２５００
[ 日本国内 ] シーライフ・パーク・ハワイ日本地区販売総代理店　株式会社パシフィックリゾート

　　東京本社：０３-３５４４-５０２０　　大阪営業部：０６-６８０９-１４７１

　　https://www.hawaiisealifepark.jp/　　　　/SeaLifeParkHawaii

服を着たままでイルカと触れ合い
着替えなしの手軽なアトラクション

シーライフ・パーク・ハワイ SEA LIFE PARK HAWAII

手軽さが人気の
「ドルフィン・アロハ」プログラム

　イルカと触れ合える各種体験プログラ
ムで知られるシーライフ・パーク・ハワ
イは、1964年の開園以来、50年以上にわ
たり観光客に愛されている人気の海洋 
テーマパークだ。
　なかでも人気上昇中の体験プログラム
が「ドルフィン・アロハ」だ。その人気
の理由が、水に入らず服を着たままでイ
ルカと触れ合える点。通常は一般の入園
者の立ち入りが制限されているバックス
テージプールまで行き、プールサイドで
イルカにタッチできる。ちょうど大人の
腰のあたりまでの高さのフェンス越し
に、手を伸ばせば届く距離までイルカが
近づいて来てくれる。
　水着に着替える必要もなく体力的な負
担も小さいため参加者の対象も幅広く、
対象年齢は１歳以上なら老若男女を問わ
ず、妊婦でも楽しめる。

小団体の立ち寄り観光にも最適
イルカとの記念撮影もハワイの思い出

　「ドルフィン・アロハ」プログラムで
は、トレーナーの指示で近づいてきたイ
ルカにタッチできるだけでなく、餌を与
え、目の前でイルカの回転技などを見る
こともできる。希望者はプロのカメラマ
ンがイルカと記念撮影（有料）もしてく
れる。プログラムの所要時間は約20分。
シャワーも着替えも不要なため、正味20
分程度で次の行動に移れるのも“お手軽
観光”としての魅力だ。
　ワイキキから車で30分ほどの距離にあ
るシーライフ・パーク・ハワイを目的に
やって来る観光客だけでなく、オアフ島
の観光スポットを巡る途中に立ち寄る旅
行者や、ドライブ中の休憩を兼ねた観
光体験を求める旅行者なども「ドルフィ
ン・アロハ」プログラムはうってつけと
言える。
　もちろん、水着に着替えてプールに入
り、イルカとのより本格的な触れ合いを
体験できるドルフィン・プログラムもあ
る。
　「ドルフィン・ロイヤル・スイム」は、
２頭のイルカに足の裏を押してもらい、
水上滑走を楽しむ「フットプッシュ」や、
背ビレにつかまってライド、イルカと握
手やキスなどを体験できる。また「ドル
フィン・スイム・アドベンチャー」は、
フットプッシュ以外はほぼ同様の内容
で、相手をしてくれるイルカが１頭とな

り、胸びれを掴んで泳ぐベリーライドが
できるプログラムだ。
　「ドルフィン・ロイヤル・スイム」と
「ドルフィン・スイム・アドベンチャー」
の両プログラムは８歳以上から参加でき
るが、３歳からの小さな子どもでも参加
できる、より浅い場所でイルカの様子を
観察し、握手やキスなどイルカとの触れ
合いを楽しむ「ドルフィン・エンカウン
ター」プログラムも用意されている。
　10名以上なら団体料金も適用されるの
で、子供や高齢者を含む小グループの観
光にも適している。

10ドルクーポンなど
お得な特典も

　また、「ドルフィ
ン・アロハ」をはじ
めとする４つのド
ルフィン・プログラ
ムには、パーク内で
利 用 で き る10ド ル
のクーポンが特典
として付く。レスト
ランやお土産、写真の購入などに使える
便利なクーポンだ。さらに「ドルフィン
ロイヤルスイム」には、10ドルクーポン
に加え、おかわり自由なソフトドリンク
用のタンブラーや、プログラムの写真3枚
がセットになっている。

インセンティブ向けプログラムも
飲食、ショップも充実

　インセンティブなどの大型団体向けの
プログラムも用意している。なかでも

人気なのは、ハワ
イ伝統料理とポリ
ネシアン・ショー
が 楽 し め る デ ィ
ナ ー・ フ ァ ン ク
ションで、200名か
ら700名まで対応
可能だ。
　園内の飲食施設
も充実している。
フードコートの「ビーチボーイ・ラナイ」
には、カリフォルニアで人気の有名ホッ
トドッグ店「ピンクス（Pink’s）」があ
り、ハリウッドセレブに人気の味をハワ
イで楽しめる。
　また、ハワイメイドのお土産屋「シー
サイドブティック」が登場。ウミガメや
スターフィッシュなど、海の生物をイ
メージしてデザインした小物やアクセサ
リー、ハワイの自然の恵みがぎゅっとつ
まった石鹸など、ハワイアンテーストを
取り入れた雑貨を数多く取り揃えている。

楽しみながら、海と海の生き物たちについて学べるシーライフ・パーク・ハワイ。な
かでも人気のプログラムが、水に入らずイルカと触れ合える「ドルフィン・アロハ」。
気軽に立ち寄り、手軽に楽しめるプログラムだ。

小さな子どもも楽しめる「ドルフィン・アロハ」

ドルフィンロイヤルスイムでイルカにライド

ハワイメイドのお土産屋「シーサイドブティック」

ドルフィンロイヤルスイム
の特典は75ドル相当にも
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ハワイでMICE
歴史と信頼のある2つのホテルで
ハワイのMICEで

「ロイヤル ハワイアン」と
「モアナ サーフライダー」が
選ばれる5つの理由

マリオット‐ワイキキ コンプレックス Marriott – Waikiki Complex

モアナ サーフライダー ウェスティン リゾート＆スパロイヤル ハワイアン ラグジュアリー コレクション リゾート

アロハ・スピリットの明るく温
かいおもてなしで、これまでに
も数多くの世界的なMICE開催
地に選ばれた実績を誇るハワ
イ。「太平洋の交差点」という便
利な立地と、充実のインフラ、
そしてアクティビティーの豊富
さで、誰でも楽しい時間を過ご
すことができる。

ロイヤル ハワイアン ラグジュアリー コレクション リゾート と モアナ サーフライダー ウェスティン リゾート＆スパ

　1927年創業のワイキキビーチのなかで
もひときわ目立つピンクの外観。クラシ
カルな本館と、2015年に新装されたマイ
ラニ・タワーが新しいリゾートの世界
を創り出す。オーシャンフロントでシー
フードが楽しめる「アズーア レストラ
ン」や、カクテルの名を冠した「マイタ
イ バー」も人気だ。

贅を尽くした空間
開放感のあるガーデンパーティーも

　ワイキキビーチに面した「モナーク・
ルーム」や、贅を尽くした「リージェン
シー・ルーム」をはじめ、総面積1000㎡
以上の会議・宴会スペースを用意。さら
に、ガーデンパーティーに最適な「オー

シャン・ローン」や「ココナッツ・グロー
ブ」など、バンケットで2700名、レセプ
ションで4000名まで対応可能な約6100㎡
の屋外スペースも利用できる。また、熟練
したスタッフによるサポートに加え、ロ
マンティックイベント＆ウェディング・
スペシャリストによるオリジナルの演出
も可能だ。

　ワイキキビーチの中心に位置。1901年
創業のワイキキ最古の歴史を誇り、ビク
トリア様式の格式ある白亜の佇まいが印
象的。優雅な客室と、きめ細かなおもて
なし、そして一流レストランや、海の絶
景が広がる「モアナ ラニ スパ」など、
五感を満たすリゾート体験を提供する。

ここだけの空間で
ハワイならではのイベントを

　「ボールルーム」は、広さ約400㎡、レ
セプションで300名、バンケットで260名
までの収容が可能。ほかにもダイヤモン
ドヘッドや太平洋を望む「ルーフガーデ
ン＆テラス」など、総面積約2230㎡の屋
内外の宴会・会議スペースを提供。ま

た、バニヤンツリーのある中庭や、ホテ
ル専用のビーチ・エリア「モアナ・ビー
チ」、海辺の芝生スペース「ダイヤモン
ド・ローン」など、リゾートならではの
開放感あふれる屋外スペースが充実。最
新の設備と経験豊かなスタッフによるサ
ポートで、ハワイならではのユニークな
イベントが実現できる。

アロハの心あふれる
ホスピタリティ

「ロイヤル ハワイアン ラグ
ジュアリー コレクション リ
ゾート」と「モアナ サーフライ
ダー ウェスティン リゾート＆
スパ」は、ハワイを代表するワ
イキキビーチに立地、ワイキキ
のシンボルとして長く世界中の
人々に愛されてきた。

歴史と伝統に支えられた
信頼感とステータス

姉妹ホテルの「シェラトン・ワ
イキキ」と「シェラトン・プリ
ンセス・カイウラニ」を含めた4
つのホテルは徒歩数分以内に位
置。宿泊ホテルはもちろん、大
小さまざまな宴会場やレストラ
ン、会議施設を目的に合わせて
フレキシブルに組み合わせでき
る。

4つの姉妹ホテルの施設を
自在に組み合わせ可能

4ホテル合計4000以上の客室数
は、ワイキキ最大の規模を誇
り、用途に応じてさまざまなタ
イプの部屋をチョイスできる。
また4ホテルのどのレストラン
を利用しても宿泊している部屋
にチャージ（部屋付け）できる
のもグループ・ホテルならでは
のサービスだ。

グループならではの豊富な
客室数と便利なサービス

打ち合わせはすべて日本語で対
応。フロントや電話オペレー
ター、団体旅行専属チームなど、
あらゆるセクションに日本語対
応スタッフを配置。また「シェ
ラトン・ワイキキ」内には年中
無休の診療所があり、日本語対
応スタッフが常駐するので安心
だ。

日本語対応スタッフによる
安心のサービス

楽園ハワイの絵画のような風景に佇む「太平洋のピンクパレス」 伝統と優雅さに満たされたハワイのおもてなしを実感する「ワイキキのファーストレディー（貴婦人）」

その
①

その
②

その
③

その
④

その
⑤

アズーア レストラン

眼前に海が広がる芝生エリアでガーデンパーティーを
「オーシャン・ローン」

ワイキキビーチのすぐ前に位置する唯一の屋内外宴会施設
「モナーク・ルーム」

カラカウア通りを見下ろす絶好のロケーションが自慢
「ボールルーム」

中小規模の会議やレセプションに最適な
「ルーフガーデン＆テラス」

「モアナ ラニ スパ」で癒やしのひとときを
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旅行者の期待に応える充実の営業所ネットワーク
信頼と実績でレジャーでも高い満足度
ハワイでも充実の営業所ネットワーク
を持つハーツレンタカー。オアフ島だ
けでなく日本から直行便が就航したハ
ワイ島でも日本人旅行者の足として存
在感を増している。好評のカーナビ

「NEVERLOST®」もグレードアップし、
安心のサポートとともにドライブの旅を
強力サポート。ビジネスだけでなくレ
ジャーでもドライバーの満足度は高い。

広がる営業所ネットワーク
ワイキキに新たに2ヶ所

　ハーツは、世界145カ国1万ヶ所以上の
営業所ネットワークを持つ世界最大級の
レンタカー会社。ハワイでもその充実の
ネットワークで旅行者の期待に応えてい
る。2017年８月にはオアフ島ワイキキ地
区に２ヶ所の営業所がオープンし、旅行
者の利便性がさらに高まった。
　新規オープンした営業所は、ワイキキ
東側エリアのカラカウア通り沿いにあ

る「ワイキキ・ビーチ・マリオット・リ
ゾート＆スパ営業所」とワイキキ西側エ
リアでアラモアナビーチやアラワイヨッ
トハーバー近くにある「イリカイ・ホテ
ル＆ラグジュアリー・スイーツ営業所」。
　これにより、オアフ島の営業所ネット
ワークは、従来の「ホノルル国際空港」

「ハイアット・リージェンシー・ワイキ
キ・リゾート・アンド・スパ」「ザ・イン
ペリアル・ハワイ・リゾート・アット・
ワイキキ」「パゴダ・ホテル」「ザ・カハ
ラ・ホテル＆リゾート（宿泊者のみ利用
可）」を加え、７ヶ所に拡大した。
　ハワイ島には、「コナ国際空港」「ヒ
ロ国際空港」「ザ・フェアモント・オー
キッド・ハワイ」「シェラトン・コナ・リ
ゾート&スパ・アット・ケアウホウベイ」

「コートヤード・キング・カメハメハ・コ
ナ・ビーチ・ホテル」「フォーシーズン
ズ・リゾート・フアラライ（宿泊者のみ
利用可）」の６ヶ所。2016年12月のハワイ
アン航空の羽田／コナ線に続き、昨年９

月には日本航空（JAL）も成田／コナ線を
開設したことから、さらに日本人旅行者
の利用が増えると期待されている。
　このほか、マウイ島では「カフルイ空
港」「マウイ・ビーチ・ホテル」「ハイアッ
ト・リージェンシー・マウイ・リゾート・
アンド・スパ」の３ヶ所、カウアイ島に
は「リフェ空港」にそれぞれ営業所を構
えている。

徒歩でアクセス、便利になった
ホノルル国際空港でのレンタル

　日本人旅行者の利用が最も多いホノ
ルル国際空港では、ハーツをはじめと
するレンタカー会社が集まる「CAR 
RENTAL CENTER」が整備されたこと
で、利便性がさらに高まった。場所は、
国際線ターミナル正面の個人用出口を出
て、道路を渡った一般駐車場の隣。バス
移動の必要がなく徒歩でアクセスできる。

　ハーツのパーキングはビルの１階と２
階にあり、手続き完了後、すぐに車をピッ
クアップすることが可能。また、ハーツ
Goldプラス・リワーズ会員向けには専用
カウンターも用意している。
　隣島からインターアイランドターミナ
ルあるいはコミューターターミナルに到
着した旅行者向けには、従来通りハーツ
のシャトルバスが用意されているが、そ
こからも十分に徒歩圏内だ。

NEVERLOST®がさらに進化、
機能満載のスマホタイプに

　好評のハーツ・オリジナルのカーナ
ビ「NEVERLOST®」 も 従 来 の ジ ェ ネ
レーション6からさらに進化を遂げてい
る。これまでは、固定タイプだったが、
ポータブル式の
スマートフォン
タイプに生まれ
変わった。タイ
プは、空港をは
じめ主要な営業
所 で 取 り 扱 う

「NEVERLOST NAVIGATOR+」とその
他の営業所で取り扱う「NEVERLOST 
MAGELLAN® GPS」の２種類で、どの
車種でも利用が可能だ。値段は以前と変
わらず1日16.99米ドル。
　日本人旅行者の利用が見込まれる

「NEVERLOST NAVIGATOR +」にはさ
まざまな便利機能が搭載されている。700
万の検索ポイントから行きたい場所を検
索できる「トラベルガイド」、車の返却場
所を道案内してくれる「Easy Return」、
定額制の通話料金が含まれる「国内＆国
際電話（追加料金が必要）」、日本語を含む
複数言語による音声入力/文字入力に対
応する「言語翻訳機能」、さらにはアトラ
クションやショッピングの割引クーポン
もあり、レジャートラベラーにはうれし
い機能が満載だ。
　もちろんWi-Fi機能も搭載。ポータブル
式のためドライブ中のナビだけではなく
街歩きでも利用価値は高い。

ハーツレンタカー HERTZ RENT A CAR

ADでレンタカー体験を
ハーツレンタカーでは旅行業界関係者向
けにお得なエージェントディスカウント
料金（AD）を用意している。まずは業界
関係者にレンタカーの楽しさや便利さを
体験して欲しいとこのディスカウント・
サービスを勧めている。対象エリアは世
界150ヶ国、8,500ヶ所の営業所。車の
クラスと優待料金は利用営業所によって
異なる。
問い合わせは
ハーツレンタカー予約センターまで。
フリーダイヤル 0120-489882

（土日祝祭日除く9:00-18:00）

一般駐車場

車道
車道

ホノルル国際空港
（メインターミナル）

入国審査・税関

団
体
出
口

CAR RENTAL
CENTER

個人用出口
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「アラモセレクト」で
希望のカテゴリーから、
お好きな車を自由に選択
ハワイの主要な4ヶ所の空港営業所で、
ご希望サイズカテゴリーの中からお好み
の車を現地にて選べます。

カーナビ機能付きタブレット端末
「Travel Tab」レンタル開始
日本語音声認識が付いたカーナビ機能の
ほか、インターネット接続や国内/国際電
話（時間制限あり）など様々な機能がご
利用できます。

安心の日本語サポート
万一のトラブルでも24時間日本語対応
のオペレーターがサポートします。

日本語対応
自動チェックインシステム
カウンターを通らずに契約手続きができ
る！ ホノルル・カフルイ・コナ・リフエ
の各空港営業所でご利用可能です。

お問い合せ・お申し込みは

90120-088-980

http://www.alamo.jp

アラモレンタカー日本事務所
〒104-0045  
東京都中央区築地7-10-2  築地小川ビル２階
TEL: 03-5962-0345  FAX: 03-5962-0346

アラモ
レンタ

カーで

ハワイ
の島々

楽しむ

気軽にレンタカーの旅を楽しめる多彩なサービス
充実のサポートで安心ドライブをバックアップ
気軽にレンタカーの旅を楽しめる環境を
整えているアラモレンタカー。ストレ
スフリーの自動チェックイン、旅行ス
タイルに合わせて車が選べる「Alamo 
Select」、ドライブの強い味方「Travel 
Tab」などレジャートラベラーにうれし
いサービスを提供している。万が一の場
合のサポートも充実。レンタカー上級者
から初心者まで、安心のドライブを強力
にバックアップしてくれる。

ストレスフリーの自動チェックイン
「Travel Tab」でドライブがさらに楽しく

　アラモレンタカーでは、利用者がス
ムーズにチェックインできる環境を整え
ている。そのひとつが、ホノルル、カフル
イ、コナ、リフエの各空港営業所で導入
されている自動チェックインシステム。
ホノルルでは常時６台が稼働。このほか
の空港でも複数台設置されている。
　カウンターを通さず自分でレンタル手
続きを行うことができるため、カウン
ターに並ぶ時間が省け、言語選択として
日本語にも対応しているので、言葉の心

配もいらない。ウォークインによるレン
タルはもちろんのこと、日本で予約した
クーポンにも対応している。
　また、ドライブ中のサポートツールと
して、スマートフォンサイズの多機能タ
ブレット「Travel Tab」も引き続き好
評だ。日本語音声認識が付いたカーナビ
機能に加えて、Wi-Fiによるテザリング
によって最大５台のデバイスとインター
ネット接続ができるほか、国内／国際電
話の通話も可能で、レンタル１日につき
60クレジットを無料で利用することがで
きる（1クレジットは1分の通話か、1通の
テキストメッセージ相当）。長距離電話や
ローミングあたりの追加料金はかからな
い。また、クレジットが切れたあとも緊
急ダイヤルの使用は可能だ。

　ハワイでは主要空港営業所のほかワイ
キキの各営業所でもレンタルが可能。レ
ンタル料金は1日$25前後。日本語に設定
することもできるため、日本人ドライ
バーにとってもうれしいサービスだ。

「Alamo Select」で好みの車をチョイス
充実の営業所ネットワーク

　 主 要 空 港 営 業 所 で 提 供 し て い る
「Alamo Select」は、レジャーマーケット

に強いアラモならではの独自サービス。
サイズカテゴリーのなかから、利用者自
身が実際に車を現場で確認してから選択
することが可能で、自身の好みに応じて、
また目的や人数に合わせて車を選べば、
ハワイでのレンタカーの旅がさらに楽し
くなるはずだ。
　また、営業所ネットワークも充実。オ
アフ島では空港を含めて４ヶ所に展開。

「アウラニ・ディズニー・リゾート&スパ 
コオリナ・ハワイ」のほか、ワイキキの
ディスカバリーベイ営業所やカイウラニ
営業所もあるため、滞在先での駐車場代
を気にすることなく、旅のスタイルに合
わせてレンタルできるのもメリットだ。
　ハワイ島には３ヶ所。コナとヒロの空
港のほか、「ヒルトン・ワイコロア・ビ
レッジ」にも営業所を構える。ワイコロ
アでは、営業所が閉まったあとでも、ヒ
ルトンのバレーサービスに返却を頼むこ
とが可能だ。
　このほか、マウイ島にはカフルイ空港、
カウアイ島にはリフエ空港、さらに大手
レンタカー会社としては唯一モロカイ島
の空港にも営業所を構えている。

「スーパーゴールドプラン」で賢くレンタル
初心者も安心のサポートサービス

　アラモでは、「ゴールド」「ボーナス」
「スタンダード」の各プランに加えて、
ハワイを含むアメリカであらかじめGPS
カーナビを組み込んだ「スーパーゴール
ドプラン」を提供している。個別にそれ
ぞれのサービスをレンタルするよりもお
得なパッケージ。初心者でも安心して利
用できるプランとして人気を集めている。

　GPSカーナビは初めての場所でもスト
レスフリーなドライブをサポート。日本
語音声ガイドで目的地までの道順を分か
りやすく案内してくれる。スクリーン・
タッチ入力で操作も簡単。ポータブル式
のため、車を離れる際のセキュリティー
面でも余計な心配をする必要がないのも
うれしい。
　ロードサイドプラスは万が一の場合の
強い味方だ。タイヤのパンク修理／交換
や鍵の閉じ込めなどの手数料をカバーし
ている。また、ハワイでは24時間体制で
ドライバーをサポートする「ロードサイ
ド・アシスタンス」と、日本人利用者の多
いハワイに特化した「ハワイ日本語ホッ
トライン」も提供。どちらも24時間、フ
リーダイヤルで利用することができる。

販促ツールで旅行会社をサポート
消費者向けにはウェブで情報配信

　アラモでは、旅行会社向けの販促ツー
ルのほか、消費者向けの情報発信も拡充
している。販促ツールとしては、「ハワ
イ・ドライブマップ」を要望に応じて配
布しているほか、ホノルル国際空港とワ
イキキ営業所でのレンタル手続きの方法
や返却の手順を分かりやすく開設した動
画DVDもリクエストに応じて提供して
いる。
　同社のウェブサイト（www.alamo.jp）で
は、初心者向けにレンタカーの借り方・
返し方を動画で分かりやすく解説してい
る。また、オアフ島、ハワイ島、マウイ
島の魅力をそれぞれ紹介。レンタカーの
不安解消に役立つだけでなく、旅情を誘
う内容にもなっている。

アラモレンタカー ALAMO RENT A CAR

空港営業所に自動チェックインシステムを設置

多機能タブレット
「TRAVEL TAB」

「Travel Tab」のWi-Fi機能は
容量上限なしで5台まで接続可能
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オアフ島から一歩先のネイバーアイランド（隣島）へ
ハワイの多彩な表情に触れる

ネイバーアイランド Neighbor Islands

日本では、オアフ島のイメージが強いハワイだが、もちろんそれだけではない。ハワイは、カウアイ島、オアフ島、モロカイ島、ラナイ島、マウイ島、ハワイ島の
主要６島からなり、各島それぞれ多彩な表情を見せる。オアフ島から一歩先へ、そんなユニークなハワイの「ネイバーアイランド（隣島）」の魅力を紹介したい。
日本からのフライトが飛ぶオアフ島のホノルル、そしてハワイ島のコナを拠点に、各島へのアクセスは至便だ。

ハワイ諸島最北端に位置する最も歴史が古い島。
緑豊かな自然美にあふれ、美しいココナッツ・コー
ストのビーチや、「太平洋のグランド・キャニオン」
として知られるワイメア峡谷、風光明媚なナパリ・
コーストなど、アウトドア・アクティビティやロ
マンチックなスポットが満載だ。

人口のほぼ半数がハワイ先住民の血を引くモロカ
イ島では、古くから受け継がれる伝統や大自然へ
の敬意がとても大切にされている。島の中心部カ
ウナカカイの静かな町や、壮大な自然が残るハラ
ワ渓谷、ハンセン病患者に貢献したダミアン神父
の業績が学べるカラウパパ国立歴史公園など、見
所も数多くある。

手つかずの大自然が広がるラナイ島。信号がひと
つもないこの島では、都会の喧騒から離れ、ロマ
ンチックな雰囲気や贅沢な時間をゆったりと楽し
める。世界に名高い豪華リゾートホテルや、島内
屈指の透明度を誇るフロポエ湾、ラナイ・シティ
の豪華リゾート、「神々の庭園」と呼ばれるケアヒ
アカヴェロでの岩石層見学、マンロー・トレイル
での4WD体験など、他にはないアクティビティ
が豊富に待っている。

ハワイ島に次いで２番目に大きい島。世界屈指の
美しいビーチや、冬のホエール・ウォッチングが
人気。ハレアカラ山から望む美しい日の出や、ノ
スタルジックなラハイナ・タウンの歴史散策、島
の最東端ハナへと続く風光明媚なドライブ・コー
スなど、見所もアクティビティも満載だ。

他の島の面積を全部合わせてもさらに大きいこと
から「ビッグ・アイランド」とも呼ばれるハワイ
島。ビーチから冬には頂上を雪で覆われる山まで
表情に富み、世界にある17種類の気候帯のうち
15種類がここにある。ヒロで滝や熱帯雨林、植物
園を見学したり、コナの穏やかで澄んだ海を楽し
んだり、ハワイ火山国立公園で、世界で最も活発な
火山のひとつ、キラウエア山で溶岩を見たりと、
盛りだくさんのアクティビティが待っている。

カウアイ島 オアフ島 モロカイ島

ラナイ島 マウイ島 ハワイ島

Kauaʻi Oʻahu Molokaʻi

Lānaʻi Maui Hawaiʻi

ホノルルから
飛行機で
約35分

ホノルルから
飛行機で
約25分

ホノルルから
飛行機で
約35分

ホノルルから
飛行機で

約40〜50分
ホノルルから

飛行機で
約30分

州都ホノルルがあり、ハワイのほとんどの人口が
集中しているオアフ島。美しい自然と現代の都会
の魅力が絶妙に溶け合い、島の別名「集いの島」
にふさわしい活気にあふれている。文化やモダ
ン・アート、エンターテイメントが幅広く揃い、
冬のノースショアでビッグ・ウェイブに挑むサー
ファーの雄姿を見たり、パール・ハーバーの記念
館や博物館で米国の歴史を学んだり、ワイキキ・
ビーチでサーフィンレッスンをしたりと、思い思
いの過ごし方ができる。

Hawaiian 
Neighbor Islands

カウアイ島

オアフ島
モロカイ島

ラナイ島

マウイ島

ハワイ島

リフエ

ホノルル

カパルア

カフルイ

コナ ヒロ

—  主要航空路線

日本から

日本から

© Hawaii Tourism Authority (HTA) / Tor Johnson © Hawaii Tourism Authority (HTA) / Tor Johnson © Hawaii Tourism Authority (HTA) / Dana Edmunds

© Hawaii Tourism Authority (HTA) / Dana Edmunds © Hawaii Tourism Authority (HTA) / Tor Johnson © Island of Hawaii Visitors Bureau (IHVB) / Paul Zizka
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予約センター： 0120-31-1911   www.avis-japan.com

ダイナミックなハワイの大自然を体感！
ハワイ島の玄関口、コナを起点にサドルロードを抜けてヒロへ

おすすめ隣島ドライブコース Scenic Drive in Neighbor Islands

5カラパナ溶岩見学エリア
キラウエア火山の活発な火山活動の様子を見学でき
る場所。ヒロから車でわずか20分。駐車場に車を停
めて、歩いて展望場所へ。時期によって、噴煙や真っ
赤な溶岩が海へ流れ落ちる様子が見られることも。

4ヒロ
ハワイ第二の都市ヒロは、どこかほっとする雰囲気
に包まれた街並みが魅力。ダウンタウンで開かれる
ファーマーズ・マーケットには、地元産の新鮮な野菜
や色鮮やかなフルーツのほか、手作りアクセサリー
も並び、旅の記念やお土産さがしにもおすすめ。

3サドルロード（ダニエル・K・イノウ
エ・ハイウェイ）をドライブ

ハワイ島を東西につなぐサドルロードは、マウナ・ケア
へと続くドライブルート。かつてはレンタカーでの走行
が禁止されていたが、道路の整備が進み、近年が利用
できるようになった。荒涼とした大地に伸びる道のりで
は、ハワイ島の雄大な景色を眺めながら運転が楽しめる。

2ワイコロア
溶岩に囲まれたリゾート開発エリア。クイーンズ・
マーケットプレイスやキングス・ショップなどの
ショッピングセンターがある。

1カイルア・コナ
海岸線沿いにさまざまなショップやレストランが建
ち並び、ハワイ最古の教会モクアイカウア教会やフ
リヘエ宮殿などの史跡も点在する。

日本からの直行便が飛ぶコナを起点に、通行が可能になったサドルロード（ダニエル・K・イノウエ・ハイウェイ）を
通り、ハワイ島のスケールの大きさを体感。古き良きノスタルジックなハワイの魅力に出会えるヒロを訪れた後は、
今も活発に活動を続ける火山を見学。

ハワイ島

写真提供：ハワイ州観光局 写真提供：ハワイ州観光局 写真提供：ハワイ州観光局

写真提供：ハワイ州観光局写真提供：ハワイ州観光局

写真提供：ハワイ州観光局
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ハワイ王朝の保養地「ウエストマウイ」をドライブ
高級リゾート地カアナパリビーチを起点にショッピングやレストラン、
アクティビティなど、ハワイならではのリゾート体験を

おすすめ隣島ドライブコース Scenic Drive in Neighbor Islands

5ワイレア
一流ホテルやショッピングセンターが並び、ゴルフ
も楽しめ、ハイクラスな雰囲気が漂う。海水浴やシュ
ノーケリングに最適なポロビーチも人気。

4マウイ・オーシャン・センター
ハワイ諸島最大の水族館。マンタやサメなど2000
種を超える海洋生物が泳ぎ回るトンネル水槽や実際
に触れながら観察できるタイドプールも人気。

3ラハイナ
かつてハワイ王朝の首都が置かれ、捕鯨時代の面影
を残した街。ノスタルジックな雰囲気の中、のんび
り歩きながら散策を楽しみたい。

2サトウキビ列車
サトウキビ産業が盛んだった19世紀に走っていた
蒸気機関車がラハイナからカアナパリの間の観光列
車として往復する。車窓からの美しい海岸線や街並
みは必見。

1カアナパリビーチ
世界中のリゾート地のモデルとなったハワイを代表
する高級リゾートエリア。最北端の崖プウ・ケカア

（ブラック・ロック）でのクリフダイビングは人気の
アトラクション。

カアナパリからラハイナを通るホノアピライニ・ハイウェイは、マウイ島最南端のリゾートエリア、ワイレアへ
向かう爽快なドライブルート。マエラエアを過ぎた辺りの見晴らし台から、シーズンによって鯨が見えることも。マウイ島

日本語音声対応カーナビゲーションは、初めての道を日本語で案内
してくれる心強いツール。また万が一のトラブルや事故を起こした
場合でも、日本語で対応する日本語通訳サービスを各社提供してい
るので、海外ドライブの不安を払拭してくれる。

レンタカー各社が海外ドライブをサポート

旅の足として活躍するレンタカー。ハワイは交通量が比較的少なく、
ドライブしやすい。気になる場所で車を停めて地元の人に人気のス
ポットへぜひ足を運んでみたい。また、たくさん買い物しても、車に
積んで移動できるのでラクラク。今まで知らなかったハワイの新しい
表情に出会えるかも。

レンタカーのメリットは？

顧客のニーズに合わせたバラエティ豊かな料金プランのなかでも、
事前に日本で支払いを済ませるオールインクルーシブのプランは、
すべての保険が含まれているので、利用者にとっても、また販売す
る旅行会社にとっても安心。現地営業所での英語によるやり取りも
少ないので、手続きもスムーズだ。

ハワイで車を借りる場合、日本の免許証だけでも借りることは可能
だが、まさかの時のために、国際免許証を取得することが推奨され
ている。またレンタカー各社では、運転免許証の翻訳サービスを行っ
ているところもあるので活用したい。

運転免許証
翻訳サービス

豊富な
料金プラン

日本語対応が
充実で安心１自分だけのオリジナルな旅をアレンジ

手配する旅行会社にも魅力的

現在、利用者がレンタカーを予約する際、直接レンタカー会社を通し
たり、現地の営業所で直接契約したりするケーズが多い。旅行会社が、
旅行商品の販売の際に顧客に一声かけることで、この需要を日本出発
前に取り込めば、売上を伸ばすことができる。

１

2

2

3

写真提供：ハワイ州観光局

写真提供：ハワイ州観光局

写真提供：ハワイ州観光局

写真提供：ハワイ州観光局 © Hawaii Tourism Authority (HTA) / Tor Johnson

写真提供：ハワイ州観光局
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マウイ島で本物のハワイを体験！
「ハワイで最もハワイらしいホテル」

カアナパリビーチホテル（マウイ島） Kāʻanapali Beach Hotel 

マウイ島の西岸、全米屈指の美しさで知
られるカアナパリビーチ。その最高のロ
ケーションにあるのがカアナパリビーチ
ホテルだ。「ハワイで最もハワイらしいホ
テル」として、そのアットホームな雰囲
気は、ハワイ流のおもてなし「アロハ・
スピリット」を感じさせてくれる。マウ
イ島でぜひ本物のハワイを体験したい。

ハワイ文化を体験！
豊富な無料アクティビティー

　「ハワイで最もハワイらしいホテル」
の最大の特徴が、ハワイ文化に関する無
料の体験プログラム。フラやウクレレの
レッスン、レイ作り、フラのステップを
取り入れた「フラロビクス」、ハワイ語講
座など、その内容は多彩。また、子供か

ら大人まで楽しめるアクティビティーも
用意。オヘハノイフ（ノーズフルートメ
イキング）、ウペナキロイ（ネットスロー
のデモストレーション）、オヘカパラ（バ
ンブープリンティング）、カウラ（ロープ
メイキング）、プーオヘ（バンブートラン
ペットメイキング）など、ファミリーで
の思い出づくりにもぴったりだ。
　ビーチ・アクティビティーも充実。「ハ
レ・フアカイ」では、SUP、シュノーケ
リングやコンチシェルの鳴らし方など、
人気アクティビティーからユニークなも
のまで、幅広いラインナップを揃える。

広い客室からクジラ鑑賞も
至便な立地、リゾートフィーが不要

　11ヘクタールのも広大な敷地には、ハ
ワイの自然を感じさせる中庭が広がる。
432室の客室は、平均40㎡と広々。毎年
冬にやってくるクジラを鑑賞できるオー
シャンフロントは特に人気だ。またベラ
ンダでタバコが吸える客室を全体の20％
確保、ほかにも無料Wi-Fi（客室／中庭）
を完備、リゾートフィーが不要なのもう
れしいポイントだ。

　カアナパリビーチの中心、ラハイナへ
は車で約10分という立地も便利。公共バ
ス、または「ザ・アウトレット・オブ・
マウイ」のシャトルが毎時運航している。

ハワイならではの食を味わう
人気のルアウショーも必見

　充実のレストラン。なかでも、数々の
栄誉ある賞に輝いたトム・ムロモトがエ

グゼクティブ・シェフとして腕を振るう
「ティキ・テラス」では、ハワイのリー
ジョナル・キュイジーヌが味わえる。
　また毎週月曜日に中庭で開催されるル
アウショー「レジェンズ・オブ・カアナ
パリ・ルアウ」も必見。月曜日以外には
無料のエンターテイメントやフラショー
が行われる。

カップルの思い出作りに
ファミリーにお得な特典も

　ホテルでは、ウェディングやハネムー
ン、結婚記念日など、大切な思い出づくり
を演出。敷地内にはビーチを臨む愛を伝
えるための特別な場所をいくつか設け、
ウェディングやバウリニューアルなどの
パッケージも用意する。
　各種特典でお得に泊まれるので、家族
連れにもやさしい。エキストラベッドを
使用しない場合、17歳以下の子供は無料

（1室の定員は最大4名）。また大人１名に
つき5歳以下の子供1名の食事も無料だ。

チェックアウト時の「レイセレモニー」で贈られるレイを
毎回ホテルへ持って帰るたびに白いナッツが増えていく

リゾート感あふれるハワイアン風の内装

ビーチ・アクティビティー・センター「ハレ・フアカイ」

12歳以下の子供たちにはアロハパスポートをプレゼント。
パスポートには子供の名前にちなんだハワイ語の名前を記
している
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LCCスクート、関西−ホノルル線就航
旅行会社の商品造成に協力、競争に自信

　スクートの関西−ホノルル線は、シン
ガポール−関西−ホノルル線として運
航。これにより同社の関西路線は、従来の
シンガポール−高雄−関西線の週４便、
シンガポール−バンコク−関西線の週３
便に加えて、関西−ホノルル線、関西−
シンガポール線を各週４便、新たに運航
することになった。
　関西−ホノルル線は、日本人需要が90 
％を占める。顧客層はファミリー、若者
と「若い心を持った熟年層」が多いとし、
残り10%はシンガポール人などだが、こ
れまでシンガポール−ホノルル線の運航
便がなかったため、シンガポールの富裕
層からホノルル線の要望が強かったとい
う。関西−ホノルル線の予約状況は、現
段階で平均80％を推移しており、スクー
トでは80％超えを目指している。
　スクートは、旅行会社のパッケージ造

成などの販売態勢にも注力する。他の
LCCと違い、GDSの予約で、IATAチケッ
トの発券も可能で、このため「公示運賃
も設定されており、FSC（フルサービス
キャリア）と同様に旅行会社にタリフ料
金も出せる」としている。また旅行会社
向けにアロット席を出すこともでき、ス
クートでは、「どこの旅行会社でも販売
が可能なところが、他社のLCCとの違い」
と指摘する。
　坪川支社長は「日本に就航して５年に
なるので、既に日本の旅行会社との信頼
関係は構築できている」と旅行会社との
良好な関係を強調。今後は、日本事業拡
大に向けた施策として、旅行会社には
IATA発券で対応する一方で、一般消費
者への直販の販売決済方法に、クレジッ
トカード決済とともに、今後は新たにコ
ンビニエンスストアでの支払いや、銀行
のペイジー利用の振り込みの導入を検討
している。
　また競争が激しい関西−ハワイ線につ
いて、「日本航空やデルタ航空、そして
LCCのエア・アジアXが既に進出してい
るが、その中でスクートが戦っていける
強みは、ハワイ線で使用している機材の
B787型機が他社で使っているB777型機
などより20％以上燃費効率が良い点。例
え価格競争になったとしても、他社と比
べて高い収益を上げることが可能」と自
信を示した。

航空会社レポート Airline Report

シンガポールをベースとするLCCのスクートが2017年12月19日より関西−ホノル
ル線を週4便で開設した。ハワイ路線へのLCCの参入は、2017年6月28日に関西−ホ
ノルル線を開設したエア・アジアXに続いて２社目となる。最高執行責任者（COO）の
ビノード・カナン氏と、日本支社長の坪川茂樹氏が弊社単独インタビューに答え、旅
行会社による販売を推進すると共に、競争が激しいホノルル線で燃費効率の高い787
型機を運航することで、競争に十分に勝てると自信を示した。

2017年より供給増に
成田シフト進む
旅行需要を支える上で重要となるのが「足」となる航空路線だ。近年、日本−ハワイ間
の航空座席供給は微減傾向にあり、ハワイへの訪問者数にも反映されている。だが
2016年後半より航空各社で新路線や増便への動きが加速、2017年より供給量はプ
ラスに転じ、それに合わせて日本人訪問者数も好調に推移している。2018年以降は
さらに増加する見通しで、今後旅行需要にどう影響が出るのか注目したいところだ。

「プレミアム化」による供給減
2017年は1割近くの増加に

　（表1）にある通り、日本−ハワイ間の航
空座席供給は、減少傾向が続いた。これに
は、航空各社による「プレミアム化」戦略
が要因として挙げられる。高品質なサー
ビスを提供すべく、ビジネスクラスでは
最新のプロダクトを搭載、さらにプレミ
アムエコノミークラスの導入が進み、結
果的に機材あたりの座席数が減少、これ
が全体の航空座席供給減につながった。
　この流れが変わったのが2016年だ。
ピークシーズンの増便に加え、2016年12
月にハワイアン航空が羽田−コナ線を開
設、新たな航空路線の開設で、ハワイ州
全体への旅行需要が高まった。2017年に
入るとこの動きはさらに加速する。ピー
クシーズンの増便、そしてLCCの参入だ。
2017年6月にエア・アジアX、12月にはス
クートがそれぞれ関西−ホノルル線を開
設。また９月には日本航空が成田−コナ
線の運航を開始した。これら一連の動き
により、2017年の航空座席供給は前年比
8.8％増（1～11月の累計）と、大幅なプラ
スとなった。供給増に合わせ、訪問者数
も前年比で5.8％増（同累計）と好調だ。

　2018年も2017年の動きを受けて供給増
の傾向が続くと思われる。ハワイアン航
空の成田−ホノルル線など、ピークシー
ズンでの増便が既に発表されており、
2019年からはANAによる超大型機A380
型機の就航も予定されている。

成田発が全体の5割以上に
成田経由による地方からの誘導を

　一方、日本−ハワイ路線の日本側の発
地別割合（表2、表3）を見ると、羽田も
含む各空港のシェアが下がるなか、成田
空港を発着するフライトの割合が５割超
に増加していることが分かる。成田への
シフトは、旺盛な首都圏需要を反映した
ものだが、日本航空が羽田発のフライト
を成田発にしたほか、国際線発着枠の制
限がある羽田空港と比べ、成田空港は比
較的フライトを開設しやすいといった事
情もある。
　ハワイ州観光局（HTJ）では、地方発
の需要開拓の一環として、地方路線の活
用だけでなく、供給の多い成田経由の利
用促進に努めている。成田へのフライト
が飛ぶ都市を中心とした成田経由の商品
造成など、全体需要の底上げには地方発
の需要喚起は不可欠だ。

【日本−ハワイ間航空座席供給動向】

就航セレモニーの様子

カナンCOO（右）と坪川日本支社長（左）

就航セレモニーの様子 関西−ホノルル線に投入するB787型機

2019年春の就航を予定しているANAのA380型機

発地 航空座席
供給数

2016年
同期比

成　田 984,922 12.6％増
羽　田 288,614 5.0％増
関　西 314,762 12.0％増
中　部 141,171 9.2％減
福　岡 60,773 7.6％増
新千歳 37,037 0.7％減
合　計 1,827,279 8.8％増

（表3）日本−ハワイ路線の発地別航空座席
供給数（2017年1～11月累計）

ハワイ州産業経済開発観光局（DBEDT）調べ

（表2）日本−ハワイ路線発地別の割合

（表1）日本−ハワイ間の航空座席供給とハワイへの日本人訪問者数の推移

2014年 2015年 2016年 2017年（1～11月）

2,000,000

1,800,000

1,600,000

1,400,000

ハワイ州産業経済開発観光局（DBEDT）調べ

ハワイ州産業経済開発観光局（DBEDT）調べ

■ 航空座席供給　■ 訪問者数

2016年 2017年（1～11月累計）

成田
46.3％ 成田

53.9％

羽田
16.4％

羽田
15.8％

関西
18.2％

関西
17.2％

中部
10.8％

中部
7.7％

福岡 6.2％ 福岡 3.3％
新千歳 2.0％ 新千歳 2.0％

➡

（席/人）
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ハワイ3島に多彩なホテルを展開、ハイアット リゾーツ ハワイ
ワイキキの旗艦ホテルもますます進化

日本人ゲストに快適な滞在を約束
新たなディナーブッフェも登場

　ワイキキの中心に位置する「ハイアッ
ト リージェンシー ワイキキ ビーチ リ
ゾート＆スパ」では、日本人ゲストのニー
ズに応えた設備やアメニティが充実して
いる。ワイキキのホテルとしては初とな
るTOTOのウォシュレットを全1230室
に完備しており、宿泊客に快適な滞在を
提供。客室のアメニティには特にニーズ
の高かったスリッパ、歯ブラシ、歯磨き
粉を加え、内容をより拡充させた。
　ワイキキ最大級を誇る40㎡のツイン
ルームには、クイーンサイズのベッドを
２台設置して快適な睡眠環境を提供。部
屋の広さにゆとりがあるので、エキスト
ラベッドを置くことも可能だ。

　ネット環境も充実している。客室ごと
にWi-Fiアンテナを設置しているほか、デ
スクの上に６つのコンセントユニットを
完備。ベッド脇にもコンセント４カ所と
USB充電口４カ所を設けることで、パソ
コンやスマートフォンの使用環境を整え
ている。また、各客室には55インチの液
晶テレビも設置されており、迫力のある
大画面でさまざまな映像コンテンツが楽
しめると好評だ。

　また、洗練された食の評価も高い。
ビュッフェレストラン「ショア」の朝食は
ワイキキ最大級と称され、野菜やフルー
ツ、はちみつにいたるまでハワイ産にこ
だわった食材をたっぷり使っているのが
特徴だ。この冬からは新たなディナー
ビュッフェが登場する。メインは新鮮な
シーフード料理。これに風味豊かなス
テーキやハワイ産の食材を使った料理の
数々が並ぶゴージャスな内容となる。

真のウエルネスを追求する
「ナ ホオラ スパ」で至福の時を

　ハワイらしいゆったりとした時間を楽
しむなら、同リゾートが誇る「ナ ホオラ 
スパ」がお勧めだ。ワイキキビーチを望
むガラス張りの館内は開放的で、スパと
は思えないスケールが魅力。ハワイ古来
の文化や哲学に基づいた心身のウエルネ
スを追求する本格的なスパでは、ハワイ
の海と大地の恵みを取り入れたトリート
メントで至福の時間を過ごすことができ
る。季節ごとにお得な優待キャンペーン
を展開しているので、最新の情報も見逃
せない。

ハイアット リゾーツ ハワイ HYATT RESORTS HAWAII

　クヒオ通り沿いにハイアットの新ブラ
ンド「セントリック」がオープンした。オ
フィスビルを改装したもので、コンテンポ
ラリーな客室はスイートを含む全230室。
必要最小限のサービスとお得な料金が特
長で、カジュアルかつ快適な滞在を好むあ
らゆる客層にマッチしている。

ハワイ３島に６軒のホテルを展開するハイアット リゾーツ 
ハワイ。１つのデスティネーションに多彩なホテルカテゴ
リーを展開し、幅広いマーケットにアピールできるブランド
力が強みだ。ワイキキの旗艦ホテル「ハイアット リージェン
シー ワイキキ ビーチ リゾート＆スパ」には新たなディナー
ブッフェが登場する予定で、ますます魅力を増している。

　カウアイ島の南海岸沿いに建つエレガン
トなリゾート。全602室の客室は47㎡以上と
広々しているのが特長で、すべての部屋に
TOTOのウォシュレットが設置されてい
る。ベッドタイプの指定・確約もできるよ
うになり、日本人ゲストのニーズによりき
め細かく応えることができるようになった。
　また、ビーチハットのレストラン「タイド
プールズ」が全面改装を終え、よりハワイ
らしくリニューアル。極上のコンテンポラ
リー・ハワイアン・キュイジーヌで思い出
に残るディナーを楽しみたい。

　マウイ島カアナパリ地区の最南端に位置
する本格リゾート。全806の客室、９軒のレ
ストラン＆ラウンジ、贅を尽くしたスパ、
本格派のルアウショーなど、レベルの高い
施設やサービスを備えている。
　この度、アトリウムタワー最上階のリー
ジェンシー クラブ ラウンジを大幅にリ
ニューアル。場所をロビーフロアに移し、
新たにテラス席を設けたことでこれまでの
2.5倍の広さになった。また、1546㎡のグラ
ンド ボールルームも改装し、よりきめ細や
かにMICEのニーズに対応している。

　ヒンズー語で“パーソナルスタイル”を意
味する「アンダーズ」。ゲストのテイストで
ラグジュアリーなホテルライフが楽しめる
のが特長で、マウイ島では目の前にモカプ
ビーチが広がるワイレア地区に位置してい
る。
　客室は７棟のレジデンシャルヴィラ、35
室のスイートルームを含む全297室で、オー
シャンビューの客室からは美しい夕日を望
むことができる。また、滝を配した４つの
インフィニティプールから雄大なサンセッ
トを眺めるのもお勧めだ。

ハイアット リージェンシー ワイキキ ビーチ リゾート＆スパ

ハイアット リージェンシー マウイ リゾート＆スパ
クラブラウンジやボールルームをリニューアル

グランド ハイアット カウアイ リゾート＆スパ
最高級の施設で優雅なホテルライフを

アンダーズ マウイ アット ワイレア リゾート
ラグジュアリーな滞在を提案するアンダーズ

ハイアット プレイス ワイキキ ビーチ

　新感覚のホテルとして人気を集めてい
る「ハイアットプレイス ワイキキ ビー
チ」。全426室を含む全館で無料のWi-Fiを
利用できるほか、すべての宿泊客に朝食
ブッフェを無料で提供。パソコンとプリ
ンターを24時間利用できる設備もあり、
特にビジネス客に好評だ。

ハイアット セントリック ワイキキ ビーチ

　昨年9月、「ハイアット リージェンシー ワイキキ ビーチ リゾート＆ 
スパ」の総支配人にダグ・シアーズ氏が着任した。シアトル出身の同氏
は、1979年からハイアットでのキャリアをスタート。ハイアットの多く
のプロパティで実績を重ね、グランド ハイアット カウアイ リゾート＆
スパをはじめとする5つのハイアットホテルで総支配人を務めた。2013
年に米国本土に戻ったが、このほど第2の故郷というハワイに戻ることに
なったもの。「再びハワイで日本の皆様と仕事ができることを嬉しく思い
ます。当ホテルは前回の改装により日本のお客様にもご満足いただける客
室となりました。これからはサービス面でも一層の強化を図り、より快適
にご滞在いただけるリゾートを目指します」とコメントを寄せている。

ハイアット リージェンシー ワイキキの総支配人
ダグ・シアーズ氏あいさつ

多彩なニーズに応える「ナレアテラス」
グループ向けパッケージも

　大型グループには「ナレアテラス」が用
意されている。これはバンケットスタイ
ルで200名を収容できる宴会施設。カジュ
アルなパーティーからフォーマルなディ
ナーパーティーまで、さまざまなニーズ
に応えることができる。少人数用にス
ペースを分けて利用することもでき、リ
クエストがあれば30名からの貸し切りも
受け付けている。
　また、「ナレアテラス」を利用するグ
ループ向けのパッケージも用意。フラダ
ンサーとミュージシャンによるエンター
テインメントのアレンジも可能で、グ
ループツアーのオーガナイザーや旅行会
社から高い評価を受けている。

ナ ホオラ スパ ナレアテラス
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新しい最上級ペントハウス・コレクションがオープン
ラグジュアリートラベル市場でさらに高まる存在感

オープン２年目を迎えた「ザ・リッツ・
カールトン・レジデンス　ワイキキビー
チ」。最高級リッツブランドのレジデンス
として、リピーターを中心に高い評価を
受けている。昨年末には、新たにペント
ハウス・コレクションも発表。第一弾と
して「アオ・ハヴェオ・ペントハウス」
のレンタルを開始し、ラグジュアリート
ラベル市場での存在感をさらに高めてい
る。今夏には、タワーⅡとなる「ダイア
モンドヘッドタワー」が完成する予定。
オープンすると、総客室数が500室を超
え、「ザ・リッツ・カールトン」ブランド
としては世界最大のプロパティとなる。

「アオ・ハヴェオ・ペントハウス」の
レンタル開始

　ザ・リッツ・カールトン・レジデンス
　ワイキキビーチは昨年末、最上級ペン
トハウス「The Ao Penthouse Collection」
を発表した。Ao（アオ）はハワイ語で「雲」
という意味。風・雨・雲など自然環境と
常に共生しているハワイの文化と、コン
テンポラリーな新しいスタイルのコラボ
レーションがテーマとなっている。最上
階の37階から38階に入る２階建てペント
ハウス7室は、それぞれ「アオ」の名が付
いたコレクションになる。

　そのうち、最初にレンタルプログラム
に入ったのが「アオ・ハヴェオ・ペントハ
ウス」。広さ2,386平方フィート（約727平
方メートル）のオーシャンビュー。ベッド
ルーム３室、バスルームは３ヶ所。アイ
ランド・カウンター付きのフルキッチン
やワインクーラー付きのバーも備える。
また、マスターベットルームにはプライ
ベートサウナも設置されている。
　さらに、529平方フィート（約161平方
メートル）のルーフトップには、広々と
したデッキ、プライペートプール、ガス
グリル付きのキッチン、ダイニングエリ
アなどを備えている。
　部屋にはウェルカムドリンクとしてド
ンペリニヨンのシャンペンを用意。バー
にはハワイ産のアルコール類もストック
されてある。
　このほか、往復の空港送迎、無料のバ
レーパーキング、アーリーチェックイン
／レイトチェックアウト、プライベート・
チェックインなども提供する。

ウエディング同行者にも人気の
メゾネットタイプ4ベッドルーム

　ザ・リッツ・カールトン・レジデンス 
ワイキキビーチは、部屋を所有している
オーナーが、その部屋を旅行者にレンタ
ルするスタイルをとっている。ザ・リッ
ツ・カールトンとして、こうしたレジデ
ンスタイプのホテルを展開するのはハワ
イが初めだ。２月現在の総ユニット数は
307室だが、ホテル客室レンタルプログラ
ムに参加しているユニットは現在250室。
　このうち、新たに４ベッドルーム、１ユ
ニットのレンタルを新たに始めた。23階
と24階にまたがるメゾネットタイプで、
部屋は278㎡、ラナイも58㎡と広々とした
スペース。10人まで宿泊が可能だ。一泊
3000米ドルから。ミニマムステイは２泊
となっている。
　客室は樫の床材や大理石の床が使われ
た豪華なつくりで、キッチンにはミーレ
社の電化製品、食洗機、フルサイズの冷蔵
庫、５人がけのアイランダーカウンター
を設置。キングベッドのマスターベッド
ルームのほか、別室にキングベッド２台
とクイーンベッド１台を備える。また、
リビングルームと書斎にはソファベッド
も完備している。バスルームは５ヶ所。
すべてウォシュレットトイレだ。

　部屋からの眺望も絶景。ほかの客室と
同様に、レジデンスの前方は米陸軍の
フォートデルシー・ビーチパークで視界
が開けているため、すべての部屋から太
平洋を望むことができる。
　また、この４ベッドルームのユニット
はウエディングマーケットでも訴求力は
高い。ハワイでのウエディングでは、同
行者がコネクティングルームや同一フロ
アーの部屋をリクエストする場合が多い
が、確約できるホテルは少ないのが現状。
その点、このユニットは広いリビングや
ダイニングテーブルもあり、同行者や友
人などの２次会的スペースに活用するこ
とも可能。さらに、各ベッドルームには
個別にトイレ、シャワー、シンクが備え
付けられているため、全員が集まる場所
と完全にプライバシーを確保できる部屋
に分かれることができる。

エージェント・インセンティブで
販売を働きかけ

　
　レジデンスとはいえ、ホテルとしての
サービスも万全だ。ハウスキーピングは
ターンダウンを含めて１日２回。日本語
スタッフも多く、全スタッフのうち約半
数を占める。世界で認められた高品質の
リッツ・カールトン・ブランドのサービ
スをレジデンスでも受けることができる。
　ホテルルームとしての販売では旅行会
社との関係も重視しており、本年度も「ト
ラベルエージェント・インセンティブ」
の提供を続行。これは、「グランド・４
ベッドルーム・オーシャンビュー」を２
泊以上販売した旅行会社に対して、「デ
ラックス・スタジオ・オーシャンビュー」
の部屋を２泊分プレゼントする。販売し
た旅行者がチェックアウトした段階で１
年間有効のギフト・サティフィケートを
旅行会社に対して発行。予約を手配した
本人だけでなく、同じ旅行会社であれば
他の人が利用することもできる。予約方
法は、ホテルのウェブサイト、GDSや東
京予約センターで受け付けている。

タワーIIが2018年夏オープン予定
新たなプールやイベントスペースも

　ザ・リッツ・カールトン・レジデンス 
ワイキキビーチのタワーⅠ「エバタワー」
は、カラカウア通りに面しており、ワイ
キキの玄関口にある。宿泊者の約50%が
日本人。ホテル・スタイル以外の宿泊オ
プションとして、レジデンスに暮らすよ
うに泊まりながら、ハワイのライフスタ
イルを体験できることから、ハワイへの
ヘビーリピーターの間で人気が高いとい
う。
　このエリアは、ワイキキ再開発の一貫
として整備されているところ。2018年夏
にはタワーⅡとなる全246室の「ダイアモ
ンドヘッドタワー」がオープン予定だ。
タワーⅠのエバタワーと林立し、同じく
フォートデルシー・ビーチパークに面し、
全室オーシャンビューとなる。

　両タワーは８階の共有スペースでつな
がり、タワーⅡには新たに大型のリゾー
トプールがつくられる。これにともない、
現在タワーⅠにある長さ22.3メートル、
幅16メートルのインフィニティプールは
大人専用のプールとなる予定。また、リ
ゾートプールサイドには「BLT Grill」が
新たにオープンするほか、広さ約233㎡
で最大100名収容可能なイベントスペー
スも設置される。さらに、子供向けのア
ミューズメント施設「ザ・リッツ・キッ
ズ」も設けられる。
　同じく８階にある「ザ・リッツカールト
ン・スパ」も拡張される計画だ。このス
パは、全世界のザ・リッツ・カールトン
と同様に英国ブランドのESPAの製品を
使ったトリートメントが受けられること
から高い人気を誇っている。
　このほか、ダイアモンドヘッドタワー
の１階には高級食料雑貨店とイートイン
スペースが設けられる。キッチンでの料
理を望む宿泊者にとっては食材の調達が
さらに便利になるほか、ハワイらしいお
土産などもそろうことから旅行者にとっ
ても魅力的なショップになると期待され
ており、最近話題のクヒオ通りにさらに
注目が集まりそうだ。
　加えて、コミュニティコンサートなど
に使えるステージ３つとイベントなどで
利用可能なパビリオンを備えたガーデン

もグラウンドフロアーに整備される計画
だ。

レストランも充実
地産地消からハワイ初進出まで

　エバタワーには現在３つのレストラ
ンが入っている。８階にある「BLTマー
ケット」では、朝食、ランチ、デイナー
を提供。日替わりで提供されるメニュー
は、クアロア牧場のオイスターなど地元
の食品やファーマーズマーケットのほか
農家から直接仕入れた旬の食材を利用し
たもので、ファーム・トゥ・テーブル（地
産地消）を大切にしている。ドリンクに
は、厳選されたクラフトビール、世界各
地のワイン、季節の
オリジナルカクテル
を用意。また、レジ
デンスのルームサー
ビスやプールサイド
ダイニングで提供す
る料理とドリンクも
担当している。
　また、日本でも人気の「ディーン&デ
ルーカ」はハワイ第一号店。食品雑貨に
はハワイ各地の商品も並び、オリジナル
のグルメデリの量り売りも提供。「タコと
卵のポキ」「中華ソーセージ炒飯」「アボガ
ドマリネの胡麻わさびドレッシング」な
どを取り揃えている。また、サンドイッ
チやサラダなども豊富で、朝食などに最
適なメニューを提供している。起床後、
部屋から気軽に１階まで下り、店内で販
売されているクロワッサンとカフェ・ラ
テ等を調達し、部屋のリビングやバルコ
ニーで食するのも、まさしく“暮らすよう
に滞在”できる醍醐味だ。
　店舗の２階にはワインバーも設置。ビ
オ・ワインとバイオダイナミック農法で
作られたワインを中心に独自にセレクト
された国内外のワインを取り揃えている
ほか、ワインを引き立てる特性フードメ
ニューも充実している。
　このほか、東京・四谷の名店「すし匠」
は相変わらずの人気。予約が取りづらい
状況が続いている。

ファミリーやグループの
取り込みも強化

　今年夏にタワーⅡのダイアモンドヘッ
ドタワーが完成することで、一連の開発
プロジェクトが完了することになる。現
在のところFITが中心だったが、新たに
イベントスペースやキッズ施設もできる
ことから、幅広い層の取り込みも可能に
なってくる。ザ・リッツ・カールトン・
レジデンス ワイキキビーチでは今後、団
体や３世代を含めたファミリーなどのセ
グメントへのプロモーションを強化する
とともに、旅行会社に対してはグループ
パッケージの造成も働きかけていく方針
だ。

ザ・リッツ・カールトン・レジデンス ワイキキビーチ The Ritz-Carlton Residences, Waikiki Beach

マリオット・グローバル
東京予約センター：0120-853-201
営業に関するお問い合わせ：

03-6807-1163 舩岡まで

アオ・ハヴェオ・ペントハウス

メゾネットタイプの客室

2018年夏オープン予定のタワーⅡ完成予想CG

クアロア牧場で生産
されたオイスター

8階ロビーフロアの改修予想図
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ワールドクラスのホスピタリティと、バラエティーに富んだ料理、 

そして何よりも美しいオーシャン・ビューを独り占めできる客室。

新たなオアフ島を発見　－　ザ・リッツ・カールトン・レジデンス 

ワイキキビーチ。

今日から新たなラグジュアリーな旅を計画しませんか？

WWW.RITZCARLTON.COM/JP  | 0120-853-201

ワイキキのラグジュアリーは 
ここから始まる
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MICEから修学旅行まで
大型グループの受入実績が豊富

　大型団体に最適な「アラモアナ・ホテ
ル・バイ・マントラ」。ハワイ最大のイベ
ント会場となるハワイ・コンベンション・
センターが徒歩圏内にあるため、MICE
での利用が多く、地元団体のイベントな
どにも頻繁に利用されている。また、団
体集合に適したパブリックスペースも充
分確保されているので、修学旅行の受入
実績も豊富だ。
　会議／宴会場の総面積は約1400㎡。大
小９つのスペースがあり、最大のハイビ
スカス・ボールルーム（640㎡、２分割
可）ならレセプション形式のパーティー
で1000名、シアター形式なら750名の収
容が可能。このほか、ガーデン・ラナイ

（レセプション形式で400名、シアター形
式で300名）、イリマ（レセプション形式
で100名、シアター形式で75名）など、さ
まざまな選択肢がある。

　各スペースにはサテライト・ミーティ
ングの設備やWi-Fi、映像、音響設備など
を完備、グループ向けの食事メニューの
アレンジにも対応する。
　団体客が利用しやすいパブリックス
ペースが充実しているのも大きな強み
だ。大型バスの乗降が可能な専用エント
ランスをはじめ、ツアーデスク用のス
ペースも確保。団体客がバスを降りてそ
のままチェックイン、そしてすぐに客室
へスムーズに向かうことができる。

アラモアナ・ホテル・バイ・マントラ Ala Moana Hotel by Mantra

1100室と、ハワイで最大級の客室数を誇る「アラモアナ・ホテル・バイ・マントラ」。
現在はオーストラリアを中心に135軒のホテルを展開する「マントラ・グループ」の
一員だ。同ホテルの特徴は、何と言っても大型団体の受入実績が豊富な点とその立
地だ。MICEや修学旅行で利用されるケースが多く、ハワイ最大のショッピングセン
ター「アラモアナセンター」に直結、さらには今注目の再開発エリアのカカアコ地区
やMICEの拠点ハワイ・コンベンション・センターからも近く、その利便性は高い。

　ハード面だけでなく、ソフト面も
充実。日本人ゲストサービスマネー
ジャーが、日本からのお客様をサポー
ト。不在のときでも、24時間対応可能

　アラモアナ地区の中心という絶好のロ
ケーションもホテルの自慢のひとつ。人
気のディスカウントストア「ターゲット」
や、「メイド・イン・ハワイ」のプロダク
トが充実するスーパー「フードランド・
ファームズ」、さらに「シロキヤ・ジャ
パン・ビレッジ・ウォーク」や「ラナイ
＠アラモアナセンター」といった新しい
フードコートがオープンし、ますますパ
ワーアップした「アラモアナセンター」

とは、スカイウォーク専用通路で直結。
　また、再開発が進み、「インスタ映え」
するウォールアートで注目を集めるカカ
アコ地区もホテルから近い。他にも「ワー
ド・センター」や24時間営業のディスカ
ウントストア「ウォルマート」、ハワイ土
産も充実している「ドン・キホーテ」な
ども徒歩圏内。団体客はもちろん、旅慣
れた旅行者にとっても使い勝手のいいホ
テルだ。

　料飲施設も充実。なかでも、最上階の
36階にある「シグニチャー・プライム・
ステーキ&シーフード」はホノルルでも
人気のレストラン。メインメニューは、
肉好きグルメの間で評判の熟成肉のプラ
イム・ステーキと、ロブスターをはじめ
とする新鮮なシーフード。ワインリスト
も100種類以上から選べる充実ぶりだ。

　太平洋を見下ろす美しい眺望もこのレ
ストランの人気の理由。海に沈むサン
セットは、特別なディナーを演出。小グ
ループ向けの個室もあり、最大10名まで、
25名まで、40名までの３タイプの個室を
利用できる。
　ディナーのほか、多彩なバーメニュー
とワインやビールなどのドリンクがお得
な料金で楽しめるハッピーアワーも好評
だ。
　また、ラウンジエリアにオープンした

「スターバックス・コーヒー」も好評。
ハワイでは数少ない「スターバックス リ
ザーブ®」の取扱店のひとつで、世界の

貴重なコーヒーを味わえる。ハワイ島の
カウ地区で栽培される希少なカウ・コー
ヒーも期間／数量限定で提供されること
もあるので、要チェックだ。またホノルル
で唯一ビールやワインが楽しめるスター
バックスというのも大きな魅力。店内は
広めのスペースで、座席も多めに設置、
無料Wi-Fiも提供する。
　このほか、カジュアルレストランの

「プランテーション・カフェ」では、朝食
ビュッフェを提供、手頃な値段でバラエ
ティー豊かなメニューを用意する。

　シンプルな客室構成もホテルの大きな
特徴のひとつ。スイート以外はすべて同
タイプの部屋の提供が可能であるため、
大型団体を平等に部屋割りしやすい点
で、旅行会社やオーガナイザーからの評
価が高い。
　宿泊棟はワイキキ・タワーとコナ・タ
ワーの２つで総客室数は1100室。2015年
12月にすべての客室の改装が完了、ブ
ルーを基調としたスタイリッシュで、明

るい雰囲気の空間に生まれ変わった。
　客室全体の約８割に相当する811室を
有するワイキキ・タワーの客室面積は約
32㎡（スイートは52㎡）で、すべての客
室がバルコニー付き。各客室には、深い
フルバスタブ、液晶フラットテレビ、無
料Wi-Fi、セーフティボックス（無料）、
ヘアドライヤー、冷蔵庫、電子レンジを
標準装備。便利な設備で快適な宿泊をサ
ポートする。

の日本語アンサリング・サービスがあ
り安心だ。団体向けには、旅行会社や
オーガナイザーと協力し、快適な滞在
を提供できるよう各種アレンジにも対
応している。

アラモアナ地区の絶好のロケーション
開発進む話題のスポットが徒歩圏内

最上階の絶景が素晴らしいレストラン
スペシャルなスターバックスも

日本人ゲストマネージャーがサポート

部屋割りしやすいシンプルな客室構成
全室改装済みで快適

最大1000名まで可能な会議／宴会場
団体受入スペースも充実

日本人に人気の「アラモアナセンター」と通路で直結 再開発で注目を集めるカカアコ地区からも近い

団体向けのスペースが充実
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福岡
大阪（関西）

名古屋（セントレア）
東京（成田）

ホノルル

アメリカ本土各都市へ

JAPAN HAWAII

デルタ航空 DELTA

ネットワーク

Wi-Fiとエンターテインメントおすすめポイント④

機内食と飲物おすすめポイント②

おすすめポイント①

ハワイへはデルタ航空がおすすめ
グレードアップしたサービスに注目

日本４都市からホノルルへ
ノンストップ！

メインは3種からチョイス可能
メインキャビンの機内食はボリュームたっぷり

お好きな飲物をお好きなだけ
今年からスパークリングワインも無料！

東京、名古屋、大阪、福岡の日本４都市とホノルルを
ノンストップで結ぶのはデルタ航空だけ。ハワイから
アメリカ本土へのフライトもあるので、周遊旅行にも
便利だ。

「デルタ・コンフォートプラス」
「メインキャビン（エコノミーク
ラス）」の機内食のメインは、な
んと３種類（和食、パスタ、チ
キン）からチョイスが可能。小
分けされた松花堂弁当スタイル
の前菜も可愛らしい。

また「メインキャビン」でもアルコール飲料を含むすべての飲物は無料。この１月からは 
スパークリングワインが登場、より幅広いラインナップから飲み物を選べるようになった。

機内でのテキスト送受信が無料に
便利な機内Wi-Fi

充実の「デルタ・スタジオ」
日本語対応映画は約100タイトル！

各社で進む機内
Wi-Fi。デルタ
航空は、機内エ
ンターテインメ
ント「デルタ・
スタジオ」やデ
ルタ航空ホーム
ページへのアク
セス以外は機内
Wi-Fiを有料と
していたが、このほどテキストメッ
セージの送受信が無料に。利用できる
のは、Facebookのメッセンジャーや
ア ッ プ ル のiMessage、WhatsApp
メッセンジャーなど。

長時間のフライ
トでも楽しく過
ごせる機内エン
ターテインメン
ト「デルタ・スタ
ジオ」。全席に搭
載された個人用
モニターで、好
きな時に好きな
だけ楽しめる。
日本語対応のコンテンツも充実してお
り、映画なら全300本のうち約100タ
イトルが日本語で楽しめる。他にもTV
番組や音楽、ゲームなどを用意。子供
向けのチャンネルも豊富だ。

機内アメニティおすすめポイント③

「メインキャビン（エコノミークラス）」
でもアメニティは充実。搭乗後すぐに
アイマスクと耳栓、さらに機内用ス
リッパが付いたスリープキットを配布
している。食事の後にはペットボトル
の水も配られる。また「デルタ・コン
フォートプラス」では、歯磨きセット
も提供する。

メインキャビンでも
スリッパ付きのスリープキットを提供

スマートフォンに対応したデル
タ航空のモバイルサイト。これ
まで英語対応のみだったが、新
たに日本語にも対応、より分か
りやすく、使いやすくなった。
モバイルサイトから手軽に航空

使って便利、モバイルサイト
日本語でより使いやすく

券の予約やオンライン・チェッ
クインができるほか、最新の運
航情報やフライトスケジュール
の確認が簡単にできるのがうれ
しい。今後は手荷物情報など、
旅に必要な各種コンテンツを、
日本の「お客様目線」に立った、
分かりやすく操作しやすい形
で、順次提供していく予定だ。

ホノルル発のフライトでは「ベン＆ジェリー
ズ」のアイスをサービス。コーヒーはおなじ
みのスターバックスコーヒーを淹れたてで
提供する

提供するスパークリング
ワインは、イタリアのプロ
セッコ「Avissi」のミニボト
ル。既に昨年11月より一部
路線でテスト導入していた
が、好評だったことからす
べての国際線への提供が決
定したものだ
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